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「
地
域
経
済
の
質
の
向
上
」と

「
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
創
造
」を
通
じ
て
、

地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
銀
行
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

域
社
会
を
創
る
こ
と
」を
将
来
に

向
け
て
実
現
し
て
い
く
経
営
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　　
計
画
２
年
目
に
あ
た
る
平
成
29
年

度
は
、お
取
引
先
の
企
業
価
値
向
上

を
通
じ
て
地
域
経
済
の「
底
上
げ
」を

は
か
る
た
め
、お
取
引
先
の
経
営
課

題
解
決
に
対
す
る
取
組
み
を
強
化

い
た
し
ま
し
た
。県
内
企
業
同
士
の

Ｍ
＆
Ａ
を
支
援
し
た
事
例
で
は
、

お
取
引
先
と
の
対
話
を
通
じ
た
事
業

内
容
へ
の
深
い
理
解
を
ベ
ー
ス
と

し
、「
事
業
領
域
の
拡
大
」と「
後
継

者
不
在
」と
い
う
双
方
の
ニ
ー
ズ
を

つ
な
ぎ
、企
業
価
値
向
上
と
地
域

ブ
ラ
ン
ド
の
継
承
を
実
現
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、当
行
で
は
輸
送
機
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
、医
療
介
護
お
よ
び
観
光
の
５
つ

の
産
業
・
事
業
分
野
を
将
来
の
成
長

分
野
と
位
置
づ
け
、こ
の
５
つ
の
分

野
の
成
長
を
通
じ
て
地
域
の
経
済

規
模
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
取
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、当
行
と

地
元
企
業
が
連
携
し
、総
額
１
５
０

億
円
の
大
型
風
力
発
電
事
業
を
着
工

い
た
し
ま
し
た
。ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
畜
産
事
業
者
に
対
し
て
生
産

規
模
の
大
幅
な
拡
大
と
効
率
化
を

支
援
い
た
し
ま
し
た
。観
光
産
業
に

お
い
て
も
、地
域
資
源
を
活
か
し
た

温
泉
施
設
の
事
業
拡
大
や
再
生
を

支
援
し
た
こ
と
に
加
え
、当
行
の

台
北
駐
在
員
事
務
所
が
台
湾
か
ら
の

集
客
に
関
し
て「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ

ム
」と
緊
密
に
連
携
を
は
か
る
な
ど
、

県
内
各
地
の
経
済
循
環
の
拡
大
や

交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、住
み
よ
い
地
域
社
会
の
創

造
で
は
、「
長
活
き
」を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
高
齢
化
が
進
行
し
て
も
活
力

を
維
持
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。「
学
び
」を

通
じ
、シ
ニ
ア
世
代
の
活
躍
や
社
会

参
加
を
応
援
す
る「
あ
き
ぎ
ん
長
活

　
皆
さ
ま
に
は
、平
素
よ
り
秋
田
銀

行
を
お
引
き
立
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
行
に
対
す
る
ご
理
解
を
一
層
深

め
て
い
た
だ
き
た
く
、「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。本
誌
で
は
、当
行
の

経
営
方
針
、地
域
や
お
客
さ
ま
へ
の

取
組
み
、平
成
29
年
度
の
業
績
な
ど

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

ご
高
覧
の
う
え
、ご
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、急
速
に
進
む
人
口
減
少
と

少
子
化
・
高
齢
化
は
当
行
が
主
た
る

営
業
基
盤
と
す
る
秋
田
県
に
と
っ
て

最
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

当
行
で
は
、人
口
減
少
に
連
動
し
て

地
域
経
済
を
縮
小
さ
せ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
高
齢
化
に
と
も
な
い
地
域
の

活
力
が
衰
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、平
成
28
年
度
か
ら
中
期
経
営
計

画「《
あ
き
ぎ
ん
》み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
お
い
て
、「
地
域
経
済
の

質
を
高
め
る
こ
と
」、「
住
み
よ
い
地

き
学
校
」に
お
い
て
、大
森
山
動
物
園

「
あ
き
ぎ
ん
オ
モ
リ
ン
の
森
」な
ど

外
部
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、学
び

の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。ま
た
、秋
田
駅

東
口
エ
リ
ア
に
お
い
て「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
を
通
じ
て
多
世
代
が
元
気
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」を
コ
ン
セ

プ
ト
と
す
る
街
づ
く
り
が
現
在
進
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
、当
行
が

設
立
し
た「
秋
田
プ
ラ
チ
ナ
タ
ウ
ン

研
究
会
」を
起
点
と
す
る
事
業
で

あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
や
ス

ポ
ー
ツ
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
核
と
し

て
、健
康
増
進
や
居
住
者
の
増
加
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、中
期
経
営
計
画

の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。中
期

経
営
計
画
を
着
実
に
遂
行
す
る
と

と
も
に
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
地

域
社
会
の
発
展
に
向
け
て
、役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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当
行
の
主
た
る
営
業
基
盤
で
あ
る

秋
田
県
で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
3
月
に
公
表
さ
れ
た
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

調
査
で
は
、
2
0
4
5
年
に
は
秋
田

県
の
人
口
は
現
在
か
ら
40
%
近
く
減

少
し
、
し
か
も
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
も
50
%
を
超

え
る
と
い
う
予
測
が
出
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
縮
小
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
働
き
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
で
、
本
県
経
済
の
活
力
を
維
持

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
生
産

性
お
よ
び
１
人
あ
た
り
所
得
額
を
高

め
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
地
域

経
済
の
質
」
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　
当
行
で
は
、
地
域
経
済
を
担
う
産
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
、

各
産
業
の
中
核
企
業
や
成
長
事
業
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
㈱
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
取
引
先
企
業
の
経
営
課
題
に
関
す
る
幅
広

い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
行
政

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
に
対
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
務
経
験
豊
富
な
７
名
の
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
採
用

し
、製
造
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上
支
援
、売
上
拡
大
を
目
指
す

企
業
に
対
す
る
販
路
拡
大
支
援
な
ど
、幅
広
い
分
野
に
お
い
て
実

効
性
の
高
い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
経
済
を
担
う
企
業
の
後
継
者
育
成
を
支
援
す

る
場
と
し
て
「
あ
き
た
未
来
塾
」
を
開
催
し
、
経
営
人
材
の
育
成

と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域企業・産業の成長支援

地 

域 

活 

性 

化 

戦 

略

地域産業の競争力強化
地域経済を担う産業・企業の
競争力強化に向けた支援

　
当
行
で
は
、「
地
域
経
済
の
質
」
を

高
め
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
地
域
経
済
の

「
底
上
げ
」を
は
か
る
た
め
に
、
地
域
経

済
を
担
う
産
業
・
企
業
に
対
す
る
生

産
効
率
化
支
援
、
販
路
拡
大
等
に
よ

る
事
業
成
長
支
援
、
事
業
性
評
価
を

活
用
し
た
経
営
課
題
解
決
へ
の
支
援

等
を
通
じ
て
、
県
内
企
業
の
企
業
価

値
向
上
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
、
事
業
成
長
の
み
な
ら
ず
、

創
業
、
事
業
再
生
、
事
業
承
継
等
の

支
援
を
包
括
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

創
業
を
通
じ
た
新
た
な
地
域
産
業
の

創
出
か
ら
、
事
業
承
継
に
よ
る
地
域

雇
用
・
ブ
ラ
ン
ド
の
継
承
ま
で
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
力

創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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事業性評価を重視した融資
お取引先の事業内容や成長可能性の分析、
対話による経営課題の共有等をもとに、
各企業に即した円滑な資金供給をご提供

ライフステージに応じた
ソリューション
企業のライフステージ、

実態に即したソリューションをご提案

販路開拓支援
お取引先の事業成長を支援するため、

販路拡大のサポートを実施

地域産業の競争力強化

取 り 組 み 事 例

あ
き
た
未
来
塾

　
県
内
企
業
の
後
継
者
や
若
手
経
営
者

を
支
援
す
る「
あ
き
た
未
来
塾
」を
平
成

23
年
よ
り
毎
年
開
講
し
て
い
ま
す
。年

７
回
程
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、経
営
に
関
し
て
学
ぶ
場
を
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、現
役
の
受
講
生
と
約
70

名
の
Ｏ
Ｂ
、他
県
の
経
営
塾
生
徒
と
の

交
流
も
促
進
し
、こ
れ
か
ら
の
秋
田
県

経
済
を
支
え
て
い
く
人
材
育
成
と
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
取
引
先
企
業
の
事
業
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
販
路
拡
大
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。当
行
97
か
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
室
と
台

北
駐
在
員
事
務
所
を
中
心
と
し
た
海
外
へ
の
取
引
進
出
支
援
の

ほ
か
、
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
専
門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
首
都
圏
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
行
、
青
森
銀
行
、
岩
手
銀
行
の
北
東
北
3
行
で
各
行
の

取
引
先
企
業
の
情
報
連
携
を
進
め
、
国
内
外
に
お
け
る
商
談
会
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。平
成
29
年
度
は
東
京
お
よ
び
ベ
ト
ナ

ム
で
開
催
し
、実
効
性
の
高
い
商
談
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

販路開拓支援

取 り 組 み 事 例

海
外
進
出
支
援
事
例

　
横
手
精
工
㈱
が
製
造
す
る
手
術
針
の
探
知
機

「
ニ
ー
ド
ル
ハ
ン
タ
ー
」
が
、平
成
30
年
１
月
に

台
湾
の
総
合
病
院
に
初
め
て
納
入
さ
れ
ま
し

た
。
「
ニ
ー
ド
ル
ハ
ン
タ
ー
」
は
す
で
に
日
本

で
は
広
く
導
入
実
績
が
あ
る
も
の
の
、
台
湾
の

商
談
会
に
当
行
の
働
き
か
け
で
出
展
し
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
初
の
海
外
輸
出
に
至
り
ま

し
た
。
当
行
で
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
販
路
拡

大
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

他
県
経
営
塾
と
の
交
流

台
湾
の
病
院
へ
の
納
入
模
様

先48

平成28年度 うち地元 うち地元外（海外含む）

先3

平成28年度

先45

平成28年度

先6,027

先4,804

平成28年度

億円3,179

億円2,828

平成28年度

うち経営指標等が改善した先数

メイン先数

うち経営指標等が改善した
先の融資残高

メイン先の融資残高

（共通ベンチマーク1）

（選択ベンチマーク13）

先57

平成29年度

先4

平成29年度

先53

平成29年度

先6,180
先4,908

平成29年度

億円3,263
億円2,809

平成29年度

05 AKITA BANK REPORT 2018 04



　
当
行
の
主
た
る
営
業
基
盤
で
あ
る

秋
田
県
で
は
、
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
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で
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近
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齢
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超
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ま
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縮
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齢
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懸
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域

経
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。
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域
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産
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
、

各
産
業
の
中
核
企
業
や
成
長
事
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援
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ま
す
。

　
当
行
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
㈱
あ
き
ぎ
ん
リ
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コ
ン

サ
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ィ
ン
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で
は
、
取
引
先
企
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の
経
営
課
題
に
関
す
る
幅
広

い
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
行
政

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
に
対
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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経
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富
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７
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イ
ザ
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業
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お
け
る
生
産
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拡
大
を
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指
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す
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拡
大
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援
な
ど
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実

効
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高
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コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
て
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ま
す
。
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あ
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未
来
塾
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開
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し
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営
人
材
の
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成
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
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く
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に
取
り
組
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で
い
ま
す
。

地域企業・産業の成長支援

地 

域 

活 

性 

化 

戦 

略

地域産業の競争力強化
地域経済を担う産業・企業の
競争力強化に向けた支援

　
当
行
で
は
、「
地
域
経
済
の
質
」
を

高
め
る
た
め
の
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、
地
域
経
済
の

「
底
上
げ
」を
は
か
る
た
め
に
、
地
域
経

済
を
担
う
産
業
・
企
業
に
対
す
る
生

産
効
率
化
支
援
、
販
路
拡
大
等
に
よ

る
事
業
成
長
支
援
、
事
業
性
評
価
を

活
用
し
た
経
営
課
題
解
決
へ
の
支
援

等
を
通
じ
て
、
県
内
企
業
の
企
業
価

値
向
上
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
て
、
事
業
成
長
の
み
な
ら
ず
、

創
業
、
事
業
再
生
、
事
業
承
継
等
の

支
援
を
包
括
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

創
業
を
通
じ
た
新
た
な
地
域
産
業
の

創
出
か
ら
、
事
業
承
継
に
よ
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「
地
域
経
済
の
質
を
高
め
る
」た
め

の
さ
ら
な
る
施
策
と
し
て
、
成
長
分

野
へ
の
取
組
み
が
あ
り
ま
す
。
地
域

経
済
を
支
え
る
産
業
・
企
業
の
底
上

げ
に
加
え
て
、
当
行
が
成
長
分
野
と

位
置
づ
け
る
産
業
分
野
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
規
模
拡

大
を
は
か
り
、
本
県
経
済
の
構
造
を

強
化
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
当

行
で
は
、
秋
田
県
の
地
域
特
性
を
ふ

ま
え
て
、

の
5
つ
の
分
野
を
成
長
分
野
と
定
め
、

育
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地 

域 

活 

性 

化 

戦 

略

取組み
全体

イメージ

再生可能エネルギー

アグリビジネス

観光産業

輸送機産業

医療・介護事業

観
光
産
業
の
特
長

　
秋
田
県
に
は
日
本
の
原
風
景
と
も
い

え
る
豊
か
な
自
然
、全
国
一
の
数
を
誇
る

重
要
無
形
文
化
財
、良
質
な
食
材
を
活

用
し
た
様
々
な
郷
土
料
理
な
ど
多
く
の

観
光
資
源
が
存
在
し
ま
す
。ま
た
、平
成

29
年
の
外
国
人
宿
泊
客
数
が
過
去
最
高

の
9
万
8
，4
0
0
人
を
記
録
す
る
な

ど
、観
光
需
要
の
取
込
み
に
向
け
た
兆

し
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
他
県
と
比
較
し

て
も
十
分
な
水
準
と
は
言
え
ず
、拡
大

を
続
け
る
世
界
の
観
光
需
要
に
対
し
、

「
秋
田
の
魅
力
」を
効
果
的
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
需
要
を
取
り
込
ん
で
い
く
た
め
に

も
、観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
と
と
も

に
、地
域
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
一
体
で
の

誘
客
促
進
、多
言
語
対
応
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
構
築
な
ど
、

受
入
態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
産
業
は
、小
売
業
や
飲
食
業
な
ど
の

周
辺
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
高
く
、地
域
の

雇
用
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。観
光
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
は
、人

口
減
少
に
よ
る
地
域
企
業
の
売
上
減
少
や
雇

用
減
少
を
カ
バ
ー
し
、地
域
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮

小
を
補
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、世
界
の
旅
客
需
要
は
長
期
に
わ
た

る
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、日
本
に
お
い

て
も
国
を
あ
げ
て
観
光
客
の
取
り
込
み
を
は

か
る
観
光
立
国
に
向
け
た
取
組
み
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

観
光
産
業
の

課 

題

秋
田
県
の

観
光
産
業
へ
の
取
組
み

交流人口の拡大に向けた観光振興支援に取り組んでいます。

「観光地域づくりプラットフォーム」等と表記され、官民が連携して

観光振興に取り組む組織を意味します。

ＤＭＯには、地域の多様な関係者の合意形成、連携および調整を担

い、①エリアとしての独自ブランド（魅力）の確立、②一元的かつ戦

略的なＰＲ活動の実施、③地域全体での観光客受入れ態勢の構築

を進める役割が期待されています。

　当該交付金の活用、事業性評価を重視した融資により、

観光施設や空き店舗の再生、事業拡大等を支援し、地域経

済の循環および交流人

口の増加を後押しして

います。

　平成29年度は4施設

への適用実績があり、

全国の金融機関の中で

最多件数となりました。

地域経済循環創造交付金（注）の活用および
事業性評価を重視した融資による
観光施設の新事業展開

1
　県内ＤＭＯとの連携により、地域の交流人口増加に向けた

取組みを実施しています。ＤＭＯに対して当行行員を派遣して

いるほか、当行台北駐在員事務所を活用した集客策支援な

ども行っています。

県内ＤＭＯとの連携事業促進2

当 行 の 取 組 み

本制度を活用して
新棟を建設した後生掛温泉

DMOとは
（Destination Management/ Marketing Organization）

（一社）秋田犬ツーリズム
（一社）男鹿市観光協会（男鹿ＤＭＯ）

トラベルデザイン㈱（羽後町ＤＭＯ）

県内ＧＤＰの増加 

県内企業の企業価値向上

地域雇用の創出

成
長
分
野
へ
の
取
組
み

飲食業 小売業

食料品
製造業

農林水産業

運輸業

観光産業の波及効果

観光産業
宿泊・観光施設

（注）地域資源を活かした先進的かつ地域経済への波及効果が高

い事業に対して、自治体が一部費用を助成する制度。金融機関には

事業キャッシュフローの継続的な把握およびコンサルティング機能

が求められる。

風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

2
航
空
機
・
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る

輸
送
機
産
業

5
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

3
医
療
・
介
護
事
業

4
観
光
産
業

1

 当行が連携している設立済の県内ＤＭＯ
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「
地
域
経
済
の
質
を
高
め
る
」た
め

の
さ
ら
な
る
施
策
と
し
て
、
成
長
分

野
へ
の
取
組
み
が
あ
り
ま
す
。
地
域

経
済
を
支
え
る
産
業
・
企
業
の
底
上

げ
に
加
え
て
、
当
行
が
成
長
分
野
と

位
置
づ
け
る
産
業
分
野
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
規
模
拡

大
を
は
か
り
、
本
県
経
済
の
構
造
を

強
化
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
当

行
で
は
、
秋
田
県
の
地
域
特
性
を
ふ

ま
え
て
、

の
5
つ
の
分
野
を
成
長
分
野
と
定
め
、

育
成
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地 

域 

活 

性 

化 

戦 

略

取組み
全体

イメージ
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観光産業

輸送機産業
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観
光
産
業
の
特
長

　
秋
田
県
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は
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風
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も
い

え
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豊
か
な
自
然
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誇
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重
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無
形
文
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財
、良
質
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食
材
を
活

用
し
た
様
々
な
郷
土
料
理
な
ど
多
く
の

観
光
資
源
が
存
在
し
ま
す
。ま
た
、平
成

29
年
の
外
国
人
宿
泊
客
数
が
過
去
最
高

の
9
万
8
，4
0
0
人
を
記
録
す
る
な

ど
、観
光
需
要
の
取
込
み
に
向
け
た
兆

し
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
他
県
と
比
較
し

て
も
十
分
な
水
準
と
は
言
え
ず
、拡
大

を
続
け
る
世
界
の
観
光
需
要
に
対
し
、

「
秋
田
の
魅
力
」を
効
果
的
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観

光
需
要
を
取
り
込
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い
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た
め
に

も
、観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
と
と
も

に
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域
連
携
に
よ
る
エ
リ
ア
一
体
で
の

誘
客
促
進
、多
言
語
対
応
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
構
築
な
ど
、

受
入
態
勢
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
観
光
産
業
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売
業
や
飲
食
業
な
ど
の

周
辺
産
業
へ
の
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効
果
が
高
く
、地
域
の

雇
用
へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。観
光
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
は
、人

口
減
少
に
よ
る
地
域
企
業
の
売
上
減
少
や
雇

用
減
少
を
カ
バ
ー
し
、地
域
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮

小
を
補
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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が
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光
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の
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光
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に
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が
ス
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「観光地域づくりプラットフォーム」等と表記され、官民が連携して

観光振興に取り組む組織を意味します。

ＤＭＯには、地域の多様な関係者の合意形成、連携および調整を担

い、①エリアとしての独自ブランド（魅力）の確立、②一元的かつ戦

略的なＰＲ活動の実施、③地域全体での観光客受入れ態勢の構築

を進める役割が期待されています。

　当該交付金の活用、事業性評価を重視した融資により、

観光施設や空き店舗の再生、事業拡大等を支援し、地域経

済の循環および交流人

口の増加を後押しして

います。

　平成29年度は4施設

への適用実績があり、

全国の金融機関の中で

最多件数となりました。

地域経済循環創造交付金（注）の活用および
事業性評価を重視した融資による
観光施設の新事業展開

1
　県内ＤＭＯとの連携により、地域の交流人口増加に向けた

取組みを実施しています。ＤＭＯに対して当行行員を派遣して

いるほか、当行台北駐在員事務所を活用した集客策支援な

ども行っています。

県内ＤＭＯとの連携事業促進2

当 行 の 取 組 み

本制度を活用して
新棟を建設した後生掛温泉

DMOとは
（Destination Management/ Marketing Organization）

（一社）秋田犬ツーリズム
（一社）男鹿市観光協会（男鹿ＤＭＯ）

トラベルデザイン㈱（羽後町ＤＭＯ）

県内ＧＤＰの増加 

県内企業の企業価値向上

地域雇用の創出
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長
分
野
へ
の
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組
み
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食料品
製造業

農林水産業

運輸業

観光産業の波及効果

観光産業
宿泊・観光施設

（注）地域資源を活かした先進的かつ地域経済への波及効果が高

い事業に対して、自治体が一部費用を助成する制度。金融機関には

事業キャッシュフローの継続的な把握およびコンサルティング機能

が求められる。
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力
発
電
を
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と
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る

再
生
可
能
エ
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ル
ギ
ー
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航
空
機
・
自
動
車
を
は
じ
め
と
す
る

輸
送
機
産
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ア
グ
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ビ
ジ
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ス
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療
・
介
護
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観
光
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業
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　秋田犬ツーリズムの設立当初はＤＭＯ組織

の先駆けであったこともあり、地元の方々に私

達の活動を知ってもらう、関心を持っていただ

くことが大変でした。

　しかし、活動を通じて、例えば康楽館、阿仁スキー場、秋田内陸線などエ

リア内の主要な観光施設で軒並み外国人観光客が増えたほか、飲食店や

宿泊施設などでも秋田犬に会える場所が増えるなど、外国人観光客の受

入れ意識の高まりを実感しました。

　「秋田犬」は他の地域が真似できな

い人気コンテンツです。この「秋田犬」

をフックにこの地域に滞在してもらう、

近隣エリアを周遊してもらえるような受

入態勢を地域一体となって完成させて

ほしいと思います。

　
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
、大
館
市
、北
秋
田
市
、小

坂
町
お
よ
び
上
小
阿
仁
村
の
4
市
町
村
が
連
携
し
、観

光
資
源
を
エ
リ
ア
と
し
て
効
果
的
に
売
り
込
む
目
的
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
知
名
度
の
高
い「
秋
田
犬
」を
フ
ッ
ク（
興

味
の
入
口
）と
し
て
、エ
リ
ア
に
点
在
す
る
観
光
資
源
を

効
果
的
に
結
び
つ
け
、観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
行
で
は
行
員
派
遣
の
ほ
か
、台
北
駐
在
員
事
務
所

を
活
用
し
て
、秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
あ
る「
台
湾
」か
ら
の
誘
客
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

認
知
度
向
上
の
た
め
の
取
組
み
〜

Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
動
画
を
制
作
し
、

W
E
B
で
発
信

　
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る「
秋
田
犬
」と
大
館
エ
リ

ア
を「
つ
な
げ
る
」ね
ら
い
で
制
作
。動
画
へ
の
ア
ク

セ
ス
数
は
1
2
5
万
を
突
破
し
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

台
湾
か
ら
も
90
万
超
の
ア
ク
セ
ス
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、反
響
を
実
感
し
た

地
元
の
人
々
が
、外
国
人
観

光
客
受
入
れ
に
協
力
的
に

な
る
な
ど
、受
入
れ
態
勢
づ

く
り
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　
今
年
度
、男
鹿
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
、観
光
複
合
施
設
で
あ

る「
オ
ガ
ー
レ
」（
道
の
駅
お
が
）の
オ
ー
プ
ン
、Ｊ
Ｒ
男

鹿
駅
の
新
築
移
転
が
行
わ
れ
、男
鹿
地
域
一
体
と
な
っ

た
観
光
振
興
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

男
鹿
地
域
の
観
光
振
興

ＭＯＦＵＭＯＦＵ動画

広域連携による
周遊マップ

男鹿DMO

県
内
D
M
O

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
事
例

　4
市
町
村
に
お
け
る
外
国
人
宿
泊

者
数
は
、平
成
26
年
は
4
，2
0
0
人

余
り
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、平
成

29
年
に
は
9
，3
0
0
人
ま
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

　今
後
も
順
調
な
伸
び
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
男
鹿
は
海
と
山
の
多
様
な
自
然
景

観
お
よ
び
豊
富
な
水
産
資
源
、ナ
マ
ハ

ゲ
に
代
表
さ
れ
る
固
有
の
文
化
や
温
泉

郷
を
有
し
て
い
ま
す
が
、観
光
客
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。男
鹿
D
M
O
で

は
、
地
域
の
関
係
人
口
を
増
や
す
た

め
、地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
商

品
化
、地
域
一
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
お
よ
び
受
入
れ
態
勢
の
整
備
を

進
め
、観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
役
割
を
担
い
ま
す
。

　男鹿観光の玄関口であるJR男鹿駅周辺の活性化および

観光拠点化に向けて、観光複合施設「オガーレ」（道の駅

おが）とＪＲ男鹿駅がそれぞれオープン、新築移転しました。

　JR男鹿駅の移転により、駅とオガーレは広場を挟んで隣

接するかたちとなり、観光客の利便性向上と駅周辺の賑わ

い創出が期待されます。

ＪＲ男鹿駅の展望デッキ

当行の取組み

男鹿の新たな玄関口（オガーレ、ＪＲ男鹿駅）

当行の取組み

　男鹿にはあまり知られていない魅力がたくさんあり、特

に男鹿の西海岸には、加茂青砂（かもあおさ）をはじめと

した海の絶景が広がる場所が複数あります。こうしたス

ポットとキャンプ・釣

り・サイクリングなどの

アクティビティを結び

つけ、男鹿の魅力が詰

まった“新たな観光ルー

ト”を提案していきたい

と考えています。

行員派遣（海野事務局員）

男
鹿
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ね
ら
い

観光商品の開発・ＰＲ

受入れ態勢の整備

関係人口の増加

 写真は「オガーレ」にて撮影。左よりＪＲ東日本秋田支社総務部企画室長外山氏、オガーレ（道の駅おが）駅長山﨑氏、男鹿ＤＭＯ推進室海野事務局員

加茂青砂（かもあおさ）

「なまはげ」をコアとした

交流ツーリズム

男鹿の自然を活かした

スポーツツーリズム
　「秋田犬ツーリズム」では過去２回、当行台

北駐在員事務所の紹介により、台湾の旅行

会社を招いた商談会を開催しております。本

商談会により、具体的に台湾のツアーに組

み込まれ、観光客の受入れが進むものと期

待されます。当行

では今後も事務

所 を 活 用 して、

「台湾」の連携を

進めていく予定

です。
康楽館（小坂町）の視察

台北駐在員事務所との連携1 行員派遣2

秋田犬ツーリズム  前事務局長
登利屋  潤 

（秋田銀行大館支店 副長）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
情
報
収
集

受
入
態
勢
整
備
の
取
組
み
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の先駆けであったこともあり、地元の方々に私

達の活動を知ってもらう、関心を持っていただ

くことが大変でした。

　しかし、活動を通じて、例えば康楽館、阿仁スキー場、秋田内陸線などエ

リア内の主要な観光施設で軒並み外国人観光客が増えたほか、飲食店や

宿泊施設などでも秋田犬に会える場所が増えるなど、外国人観光客の受

入れ意識の高まりを実感しました。
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い人気コンテンツです。この「秋田犬」

をフックにこの地域に滞在してもらう、

近隣エリアを周遊してもらえるような受

入態勢を地域一体となって完成させて

ほしいと思います。

　
観
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の
増
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を
目
指
し
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館
市
、北
秋
田
市
、小
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お
よ
び
上
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仁
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の
4
市
町
村
が
連
携
し
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光
資
源
を
エ
リ
ア
と
し
て
効
果
的
に
売
り
込
む
目
的
で

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
的
に
知
名
度
の
高
い「
秋
田
犬
」を
フ
ッ
ク（
興

味
の
入
口
）と
し
て
、エ
リ
ア
に
点
在
す
る
観
光
資
源
を

効
果
的
に
結
び
つ
け
、観
光
客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
行
で
は
行
員
派
遣
の
ほ
か
、台
北
駐
在
員
事
務
所

を
活
用
し
て
、秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
で
あ
る「
台
湾
」か
ら
の
誘
客
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

認
知
度
向
上
の
た
め
の
取
組
み
〜

Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
動
画
を
制
作
し
、

W
E
B
で
発
信

　
有
力
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る「
秋
田
犬
」と
大
館
エ
リ

ア
を「
つ
な
げ
る
」ね
ら
い
で
制
作
。動
画
へ
の
ア
ク

セ
ス
数
は
1
2
5
万
を
突
破
し
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

台
湾
か
ら
も
90
万
超
の
ア
ク
セ
ス
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、反
響
を
実
感
し
た

地
元
の
人
々
が
、外
国
人
観

光
客
受
入
れ
に
協
力
的
に

な
る
な
ど
、受
入
れ
態
勢
づ

く
り
に
も
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

　
今
年
度
、男
鹿
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
、観
光
複
合
施
設
で
あ

る「
オ
ガ
ー
レ
」（
道
の
駅
お
が
）の
オ
ー
プ
ン
、Ｊ
Ｒ
男

鹿
駅
の
新
築
移
転
が
行
わ
れ
、男
鹿
地
域
一
体
と
な
っ

た
観
光
振
興
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

男
鹿
地
域
の
観
光
振
興

ＭＯＦＵＭＯＦＵ動画

広域連携による
周遊マップ

男鹿DMO

県
内
D
M
O

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
事
例

　4
市
町
村
に
お
け
る
外
国
人
宿
泊

者
数
は
、平
成
26
年
は
4
，2
0
0
人

余
り
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、平
成

29
年
に
は
9
，3
0
0
人
ま
で
増
加
し

て
い
ま
す
。

　今
後
も
順
調
な
伸
び
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
男
鹿
は
海
と
山
の
多
様
な
自
然
景

観
お
よ
び
豊
富
な
水
産
資
源
、ナ
マ
ハ

ゲ
に
代
表
さ
れ
る
固
有
の
文
化
や
温
泉

郷
を
有
し
て
い
ま
す
が
、観
光
客
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。男
鹿
D
M
O
で

は
、
地
域
の
関
係
人
口
を
増
や
す
た

め
、地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
商

品
化
、地
域
一
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施
お
よ
び
受
入
れ
態
勢
の
整
備
を

進
め
、観
光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
役
割
を
担
い
ま
す
。

　男鹿観光の玄関口であるJR男鹿駅周辺の活性化および

観光拠点化に向けて、観光複合施設「オガーレ」（道の駅

おが）とＪＲ男鹿駅がそれぞれオープン、新築移転しました。

　JR男鹿駅の移転により、駅とオガーレは広場を挟んで隣

接するかたちとなり、観光客の利便性向上と駅周辺の賑わ

い創出が期待されます。

ＪＲ男鹿駅の展望デッキ

当行の取組み

男鹿の新たな玄関口（オガーレ、ＪＲ男鹿駅）

当行の取組み

　男鹿にはあまり知られていない魅力がたくさんあり、特

に男鹿の西海岸には、加茂青砂（かもあおさ）をはじめと

した海の絶景が広がる場所が複数あります。こうしたス

ポットとキャンプ・釣

り・サイクリングなどの

アクティビティを結び

つけ、男鹿の魅力が詰

まった“新たな観光ルー

ト”を提案していきたい

と考えています。

行員派遣（海野事務局員）

男
鹿
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ね
ら
い

観光商品の開発・ＰＲ

受入れ態勢の整備

関係人口の増加

 写真は「オガーレ」にて撮影。左よりＪＲ東日本秋田支社総務部企画室長外山氏、オガーレ（道の駅おが）駅長山﨑氏、男鹿ＤＭＯ推進室海野事務局員

加茂青砂（かもあおさ）

「なまはげ」をコアとした

交流ツーリズム

男鹿の自然を活かした

スポーツツーリズム
　「秋田犬ツーリズム」では過去２回、当行台

北駐在員事務所の紹介により、台湾の旅行

会社を招いた商談会を開催しております。本

商談会により、具体的に台湾のツアーに組

み込まれ、観光客の受入れが進むものと期

待されます。当行

では今後も事務

所 を 活 用 して、

「台湾」の連携を

進めていく予定

です。
康楽館（小坂町）の視察

台北駐在員事務所との連携1 行員派遣2

秋田犬ツーリズム  前事務局長
登利屋  潤 

（秋田銀行大館支店 副長）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
情
報
収
集

受
入
態
勢
整
備
の
取
組
み
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航
空
機
産
業
は
世
界
的
な
旅
客
需
要
の
拡
大
に

よ
り
今
後
も
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
動
車
関
連
産
業
に
関
し
て
も
、電
動
化（
電
気
自

動
車
・
燃
料
電
池
自
動
車
）、Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
等
に
よ

り
、異
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
の
チ
ャ
ン
ス
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
部
品
か
ら
構
成
さ
れ
る
輸
送
機
は
産
業

の
裾
野
が
広
く
、地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。当
行
で
は
、産
学
官
と
の
連
携
を
軸
に
、

輸
送
機
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

輸
送
機
産
業
へ
の
取
組
み

輸
送
機
産
業
の
特
徴

Ａ―ＷＩＮＤ　ＥＮＥＲＧＹ
　当行と地元企業の共同出資により

設立した風力発電事業会社「A-WIND 

ENERGY」では、風車17基（合計約40Ｍ

Ｗ）、総事業費１56億円の風力発電プ

ロジェクトが進行中です。平成31年12

月の運転開始に向けて準備を進めて

います。

畜産クラスター事業を通じた
生産大規模化支援
　畜産事業者の生産規模拡大および

効率化を支援するとともに、地域の耕

畜連携を促進し、地域ぐるみで畜産の

収益性を向上させる取組みを支援して

います。

　平成29年度は養鶏および養牛事業

者の生産規模拡大を支援いたしました。

あきぎんリサーチ＆
コンサルティングによる専門的支援
　病院・介護施設の収益改善や医療

法人の事業承継対策等の専門的な支

援を実施しています。

　また、事業者向けのセミナーや行員

向けの研修会において外部専門機関

を講師として招聘し、より実務的な情

報提供・共有をはかっています。

　
世
界
的
な
環
境
規
制
・
意
識
の
高
ま

り
に
よ
り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

は
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。特
に
風

力
発
電
分
野
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
は

日
本
屈
指
の
好
適
地
と
し
て
、
沿
岸
部

を
中
心
に
大
規
模
風
力
発
電
事
業
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
29
年
3
月
末
時

点
の
風
力
発
電
導
入
量
は
全
国
2
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
行
で
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
組
成
な
ど
を
通
じ
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
は
全
国
６
番
目
の
広
い
県
土
と

恵
ま
れ
た
気
候
を
有
し
な
が
ら
も
、農
業

生
産
額
は
東
北
の
中
で
も
見
劣
り
す
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、農
業
従
事
者
の
高

齢
化
も
進
行
し
て
お
り
、事
業
の
効
率
化
・

大
規
模
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
行
で
は
、「
あ
き
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
会
」を
運
営
し
、生
産
者
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
支
援
し
て
い
ま
す
。ま

た
、畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
へ
参
画
し
、農

業
関
連
事
業
者
の
規
模
拡
大
や
６
次
産
業

化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
展
す
る
秋
田
県
に
お
い
て

医
療
・
介
護
事
業
は
、そ
の
課
題
解
決
に
向

け
て
成
長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
で
す
が
、

医
療
・
介
護
報
酬
の
改
定
や
人
手
不
足
な

ど
、事
業
者
が
抱
え
る
課
題
は
多
く
存
在

し
ま
す
。

　
当
行
で
は
医
療
・
介
護
事
業
者
へ
の
支

援
と
し
て
、施
設
新
設
に
お
け
る
事
業
計

画
策
定
お
よ
び
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、診
療
報
酬
改
定
な
ど
の
情
報
を
事
業

者
に
対
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

再生可能エネルギー

アグリビジネス

医療・介護事業

取
組
み
実
績

取
組
み
実
績

取
組
み
実
績

自動車を取り巻く環境の変化

航空機産業の伸び

　次世代の輸送機に欠かせない「①軽量かつ丈夫な部品、

②高性能モーター」の量産化技術を産学官連携で開発し、

県内での製造拠点化を目指した取組みがスタートしており

ます。当行では行員派遣などを通じ、研究事業の業務運営を

サポートしています。

産学官との連携1
　当行専門アドバイザーが中心となり、取引先企業の製造工程

見直し等のアドバイスを実施し、生産効率化を支援しています。

取引先企業への技術支援2
当行の取組み

アドバイザーによる技術支援

❶秋田複合材新成形法技術研究組合（ＡＮＣ）

❷あきたリサーチイニシアチブ（ＡＲＩ）

　炭素繊維を含む複合材の新たな加工技術開発お
よび県内での製造拠点化を目指し、産学官が連携し
て研究を進めています。

　 航 空 機システムの“ 電 動 化 ”に向けた高 性 能モー
ター等の開発および県内での製造拠点化を目指し、
産学官が連携して研究を進めています。

出典：（財）日本航空機開発協会

【Ａ‐ＷＩＮＤ  ＥＮＥRＧＹ   完成予想図】

【新牛舎の様子】

【セミナーの模様】

Connected 車、インフラ同士が
つながる（ＩｏＴ）

自動運転化

共有化

電動化

Autonomous

Shared

Electric

C
A

S
E

自動車業界「CASE」

周辺産業のビジネスチャンス

旅客需要（億人キロメートル） ジェット旅客機運行機数

0 50,000 100,000 150,000 200,000

2017年

2037年

77,371

185,875

0 10,000 20,000 30,000 40,000

2017年

2037年

22,337

39,867
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調
査
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、診
療
報
酬
改
定
な
ど
の
情
報
を
事
業

者
に
対
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

再生可能エネルギー

アグリビジネス

医療・介護事業

取
組
み
実
績

取
組
み
実
績

取
組
み
実
績

自動車を取り巻く環境の変化

航空機産業の伸び

　次世代の輸送機に欠かせない「①軽量かつ丈夫な部品、

②高性能モーター」の量産化技術を産学官連携で開発し、

県内での製造拠点化を目指した取組みがスタートしており

ます。当行では行員派遣などを通じ、研究事業の業務運営を

サポートしています。

産学官との連携1
　当行専門アドバイザーが中心となり、取引先企業の製造工程

見直し等のアドバイスを実施し、生産効率化を支援しています。

取引先企業への技術支援2
当行の取組み

アドバイザーによる技術支援

❶秋田複合材新成形法技術研究組合（ＡＮＣ）

❷あきたリサーチイニシアチブ（ＡＲＩ）

　炭素繊維を含む複合材の新たな加工技術開発お
よび県内での製造拠点化を目指し、産学官が連携し
て研究を進めています。

　 航 空 機システムの“ 電 動 化 ”に向けた高 性 能モー
ター等の開発および県内での製造拠点化を目指し、
産学官が連携して研究を進めています。

出典：（財）日本航空機開発協会

【Ａ‐ＷＩＮＤ  ＥＮＥRＧＹ   完成予想図】

【新牛舎の様子】

【セミナーの模様】

Connected 車、インフラ同士が
つながる（ＩｏＴ）

自動運転化

共有化

電動化

Autonomous

Shared

Electric

C
A

S
E

自動車業界「CASE」

周辺産業のビジネスチャンス

旅客需要（億人キロメートル） ジェット旅客機運行機数

0 50,000 100,000 150,000 200,000

2017年

2037年

77,371

185,875

0 10,000 20,000 30,000 40,000

2017年

2037年

22,337

39,867
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秋田銀行 取締役頭取 トヨタ自動車株式会社 技監

特定非営利活動法人 ITS Japan 会長

頭
取
 
佐
々
木
さ
ん
は
、「
自
工
程
完
結
」と

い
う
生
産
方
式
を
考
案
さ
れ
、生
産
効
率
化

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
ず
は
、「
自
工

程
完
結
」の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
‥「
品
質
は
工
程
で
つ
く
り
こ
む
」
と

い
う
考
え
方
を
科
学
的
に
規
定
す
る
こ
と
で

自
工
程
完
結
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

検
査
で
不
良
品
を
見
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
で
不
良
品
を
出
さ
な
い
よ

う
な
基
準
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
確
認
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
れ
ば
、
不
良
品
は
発
生
し
な

い
は
ず
で
す
。

　
私
が
自
工
程
完
結
を
初
め
て
大
々
的
に
推

進
し
た
の
は
、「
水
漏
れ
」
に
関
す
る
工
程
で

し
た
。
ク
ル
マ
で
雨
水
が
漏
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
大
変
で
す
が
、
稀
に
起
き
て
い
ま
し
た
。

水
漏
れ
の
原
因
と
な
り
得
る
作
業
は
、
お
お

よ
そ
２
０
０
０
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
き
ち
っ
と

や
ら
な
け
れ
ば
水
は
漏
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
私
は
ふ
と
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
水
漏
れ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
働
い
て
い
る
人

は
い
な
い
は
ず
。
な
ら
ば
、
全
員
が
水
漏
れ

の
起
き
な
い
正
し
い
方
法
を
自
分
で
見
つ
け

て
守
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
こ

で
大
事
な
の
は
「
自
分
で
見
つ
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
各
々
が
自
分
の
受
け
も
つ
工

程
の
な
か
で
「
こ
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
」

と
判
断
で
き
る
よ
う
な
基
準
を
ま
ず
教
え
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

頭
取
‥
判
断
基
準
を
教
え
る
と
い
う
の
は
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

佐
々
木
‥
例
え
ば
、Ａ
と
い
う
ボ
デ
ィ
に
は
部

品
Ａ
を
取
り
付
け
る
べ
き
と
こ
ろ
、
実
は
部
品

Ｂ
も
取
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
そ
れ
が

水
漏
れ
の
原
因
に
な
る
。
こ
こ
で
「
気
を
つ
け

よ
う
」
と
思
う
だ
け
で
は
だ
め
で
、「
こ
れ
は

設
計
に
問
題
が
あ
る
。
部
品
Ｂ
が
取
り
付
け

ら
れ
な
い
構
造
に
変
更
し
て
も
ら
お
う
」
と
自

ら
提
案
す
る
―
―
そ
う
い
う
判
断
を
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
自
分
の
工

程
」
で
「
仕
事
を
完
結
さ
せ
る
」＝
自
工
程
完

結
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
の
に
２

年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
が
、「
水
漏
れ
ゼ
ロ
」

を
検
査
の
必
要
が
な
い
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
で
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頭
取
‥
自
工
程
完
結
は
不
良
品
の
発
生
を
抑

え
る
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
面
か
ら
も
、
仕
事
の

能
率
を
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。

頭
取
‥
製
造
に
お
け
る
効
率
化
の
ヒ
ン
ト
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
工
程
完
結
は
製
造

現
場
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
業
や
経
営
の
分

野
に
も
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

佐
々
木
‥
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
が
今
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。例
え
ば
、
私
が
講
演
会

を
し
て
、
そ
の
結
果
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
評
価
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
人
の
期
待
に 

沿
え
た
話

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
っ
た
と
し
ま
す
。次

回
は
改
善
で
き
る
と
し
て
も
、
多
く
の
人
々
に 

時
間
を
無
駄
に
使
わ
せ
て
し
ま
っ
た
結
果
（
損

秋田県生まれ。1970年北海道大学工学部機械工学科卒業後、トヨ
タ自動車工業（現・トヨタ自動車）入社。トヨタ自動車 堤工場 品質管
理部部長、取締役、常務役員、専務取締役、トヨタモーターヨーロッ
パ株式会社 取締役社長、トヨタ自動車取締役副社長などを歴任。
2018年7月から現職。著書に『現場からオフィスまで、全社で展開す
る――トヨタの自工程完結』（ダイヤモンド社 2015）などがある。

（ささき・しんいち）佐々木眞一氏
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結
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産
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考
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化

に
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き
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寄
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ま
し
た
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は
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自
工

程
完
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考
え
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を
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か
せ
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だ
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。

佐
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木
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品
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工
程
で
つ
く
り
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む
」
と

い
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考
え
方
を
科
学
的
に
規
定
す
る
こ
と
で

自
工
程
完
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は
生
ま
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ま
し
た
。
例
え
ば
、

検
査
で
不
良
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を
見
つ
け
る
の
で
は
な
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、

そ
れ
ぞ
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の
工
程
で
不
良
品
を
出
さ
な
い
よ

う
な
基
準
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
確
認
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
れ
ば
、
不
良
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は
発
生
し
な

い
は
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で
す
。

　
私
が
自
工
程
完
結
を
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大
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的
に
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た
の
は
、「
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漏
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」
に
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る
工
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で

し
た
。
ク
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で
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が
漏
れ
る
こ
と
が
あ
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ら
大
変
で
す
が
、
稀
に
起
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い
ま
し
た
。

水
漏
れ
の
原
因
と
な
り
得
る
作
業
は
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お
お

よ
そ
２
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０
０
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
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ち
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と

や
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な
け
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ば
水
は
漏
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て
し
ま
う
の
で
す
。

　
私
は
ふ
と
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
も
そ

も
水
漏
れ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
働
い
て
い
る
人

は
い
な
い
は
ず
。
な
ら
ば
、
全
員
が
水
漏
れ

の
起
き
な
い
正
し
い
方
法
を
自
分
で
見
つ
け

て
守
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
こ

で
大
事
な
の
は
「
自
分
で
見
つ
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
各
々
が
自
分
の
受
け
も
つ
工

程
の
な
か
で
「
こ
れ
が
原
因
で
は
な
い
か
」

と
判
断
で
き
る
よ
う
な
基
準
を
ま
ず
教
え
る

こ
と
が
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の
で
す
。

頭
取
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基
準
を
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え
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い
う
の
は
具
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的
に
ど
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う
こ
と
で
す
か
。

佐
々
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‥
例
え
ば
、Ａ
と
い
う
ボ
デ
ィ
に
は
部

品
Ａ
を
取
り
付
け
る
べ
き
と
こ
ろ
、
実
は
部
品

Ｂ
も
取
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
そ
れ
が

水
漏
れ
の
原
因
に
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る
。
こ
こ
で
「
気
を
つ
け

よ
う
」
と
思
う
だ
け
で
は
だ
め
で
、「
こ
れ
は

設
計
に
問
題
が
あ
る
。
部
品
Ｂ
が
取
り
付
け

ら
れ
な
い
構
造
に
変
更
し
て
も
ら
お
う
」
と
自

ら
提
案
す
る
―
―
そ
う
い
う
判
断
を
全
員
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
「
自
分
の
工

程
」
で
「
仕
事
を
完
結
さ
せ
る
」＝
自
工
程
完

結
で
す
。
こ
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
の
に
２

年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
が
、「
水
漏
れ
ゼ
ロ
」

を
検
査
の
必
要
が
な
い
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
で
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頭
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自
工
程
完
結
は
不
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品
の
発
生
を
抑

え
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と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
社
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シ
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ン
を
向
上
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る
面
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の
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れ
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と
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現
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や
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の
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に
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る
こ
と
が
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の
で

し
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う
か
。
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さ
に
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が
今
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を
入
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て
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と
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で
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ば
、
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が
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、
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の
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を
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で
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と
こ
ろ
、
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の
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で
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た
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が
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と
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は
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で
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る
と
し
て
も
、
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間
を
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に
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て
し
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損
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秋田ではよい兆しが現れています
「本気で取り組まなければいけない」
と危機感を抱いた若い人たちが
立ち上がっています

失
）は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。つ
ま
り「
品
質
が
工

程
で
つ
く
り
こ
め
て
い
な
い
」わ
け
で
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
、
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
目
的

や
目
標
が
そ
の
都
度
変
わ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
目
的
や
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

か
、
そ
し
て
自
分
が
な
す
べ
き
仕
事
の
達
成

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
業
務
フ
ロ
ー
を
ど
う
描
く

か
が
重
要
で
す
。話
を
通
し
て
お
く
べ
き
人

物
や
部
署
を
把
握
し
、
ど
う
い
う
順
番
で
意

思
決
定
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
全
体
の
見

取
り
図
が
必
要
で
す
。私
は
「
プ
ロ
セ
ス
設

計
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
か
る
べ
き
人
に
判
断
を
仰
ぐ
こ
と

で
、
一
か
ら
や
り
直
し
に
な
る
「
業
務
の
無

駄
」が
な
く
な
り
ま
す
。

頭
取
‥
各
自
の
暗
黙
知
に
頼
っ
て
い
る
と
、

無
駄
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

佐
々
木
‥
そ
の
通
り
で
す
。生
産
現
場
と
違

い
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
全
体
の
プ
ロ
セ
ス

が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
自
分
一
人
で
仕
事
は

始
め
ら
れ
ま
す
。ベ
テ
ラ
ン
は
プ
ロ
セ
ス
を

暗
黙
知
と
し
て
も
っ
て
い
る
の
で
さ
ほ
ど
失

敗
し
ま
せ
ん
が
、
経
験
の
浅
い
人
は
大
失
敗

に
つ
な
が
る
。そ
れ
を
避
け
る
に
は
、
誰
が

や
っ
て
も
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
つ
く
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

頭
取
‥
佐
々
木
さ
ん
は
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
な
か
で
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
Ｐ（
計
画
）」

と
著
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。「
プ
ロ
セ
ス

設
計
」
を
よ
り
明
確
に
策
定
す
る
こ
と
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
向

上
に
つ
な
が
る
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
計
画
の

段
階
で
段
取
り
を
し
っ
か
り
と
つ
く
り
こ
ん
で

い
く
。
当
行
で
も
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
秋
田
県
で
は
今
後
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
行
し
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
外
部
環
境

の
変
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
生
産
性
の
向
上
は
必

須
で
す
。
製
造
現
場
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
分
野

へ
の
応
用
が
利
く
自
工
程
完
結
の
本
質
を
捉

え
、
地
元
企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支

援
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
‥
ク
ル
マ
の
未
来
を
見
据
え
る
と
、Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of T

hings

）と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
に
と
も
な
い
、
ク
ル

マ
自
体
が
大
き
く
変
わ
る
予
感
が
あ
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
残
念
な
が
ら
自
動
車
関
連
産
業

の
集
積
が
東
北
他
県
と
比
較
し
て
も
遅
れ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
こ
う
し
た
変
化
に
よ
り

県
内
企
業
に
も
新
規
参
入
な
ど
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

佐
々
木
‥
自
動
車
業
界
で
は
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
ま
す
。Ｃ
は
「
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
」
で
す
。情
報
通
信
技
術
で
ク
ル
マ
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
ク
ル
マ
か
ら

は
感
知
で
き
な
い
情
報
、
例
え
ば
ビ
ル
の
角
に

人
が
い
る
と
い
っ
た
こ
と
を
信
号
機
が
読
み

と
り
、
運
転
手
に
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
ク
ル
マ
の

運
転
状
況
や
走
行
履
歴
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

う
し
た
情
報
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
今
後

台
頭
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
は
「
自
動
運
転
」
で
す
。自
動
運
転
で
は
セ

ン
サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
処
理
が
重
要

で
す
が
、安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ

の
セ
ン
サ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
劣
化
し
て
い
る
か
を

診
断
す
る
技
術
も
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。自

動
運
転
の
周
辺
分
野
で
、
何
が
重
要
に
な
る
の

か
を
考
え
る
と
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
Ｓ
は
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
で
す
。カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
普
及
す
る
と
、
複
数
の
人
間
が
同
じ

ク
ル
マ
を
使
う
の
で
故
障
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
車
両
を
夜
間

に
点
検
し
て
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
サ
ポ
ー
ト

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｅ
は
「
電
動
化
」
で
す
。将
来
は
エ
ン
ジ
ン

だ
け
で
走
る
ク
ル
マ
は
減
り
、
メ
イ
ン
の
駆

動
は
モ
ー
タ
ー
に
な
る
は
ず
で
す
。「
電
池
」

の
優
劣
が
勝
負
と
な
り
ま
す
。次
世
代
電
池

の
本
命
と
い
わ
れ
て
い
る
全
固
体
電
池
は
確

立
し
た
生
産
技
術
が
無
い
状
況
で
す
。地
方

の
企
業
で
あ
っ
て
も
固
有
の
技
術
を
磨
く
、

あ
る
い
は
応
用
す
る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

頭
取
‥
今
ま
で
自
動
車
業
界
と
関
連
が
薄

か
っ
た
産
業
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

波
及
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
秋
田
の
産

業
、
企
業
に
と
て
も
い
い
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

頭
取
：
当
行
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
地
域
社
会
の
活
力
が
衰
退
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
ク
ル
マ
は
、
人
口

が
減
り
高
齢
化
も
進
む
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
解
決
す
る
役
割
や
機
能
を
持
ち

得
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
‥
地
方
が
疲
弊
し
て
い
く
現
状
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

性
）
に
可
能
性
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。自

動
ブ
レ
ー
キ
や
レ
ー
ン
逸
脱
防
止
と
い
っ
た

機
能
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
運
転
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
中
山
間
地
域
の

集
落
間
を
自
動
運
転
の
ク
ル
マ
で
つ
な
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。す
べ
て
の
集
落
に
病
院
、
郵

便
局
、
学
校
な
ど
を
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い

の
で
、
こ
の
集
落
に
は
病
院
が
、
隣
の
集
落
に

は
郵
便
局
が
、
さ
ら
に
そ
の
隣
に
は
学
校
が

あ
る
…
…
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
自
動
運
転

の
ク
ル
マ
で
巡
回
す
る
の
で
す
。そ
う
す
れ

ば
ど
の
集
落
に
住
ん
で
い
て
も
平
等
に
社
会

サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
す
。中
山
間
地
域

は
緑
が
あ
っ
て
水
が
き
れ
い
で
景
色
も
い
い

で
す
か
ら
、
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
な
ら
ば

若
い
人
た
ち
も
移
り
住
む
は
ず
で
す
。

頭
取
‥
で
は
、
今
は
個
別
に
動
い
て
い
る
、

バ
ス
や
宅
配
便
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

ク
ル
マ
を
集
約
し
て
共
有
化
し
、
コ
ス
ト
や

ロ
ス
を
な
く
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
の

で
す
ね
。

佐
々
木
‥
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。人
を

乗
せ
て
集
落
間
を
移
動
す
る
ク
ル
マ
に
郵
便

物
や
地
元
の
生
鮮
品
も
積
み
、
道
の
駅
に
出

荷
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。こ
う

し
た
こ
と
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き

れ
ば
利
益
が
確
保
で
き
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
し
て
成
り
立
つ
。今
は
ま
だ
そ
う
い
う
人

が
い
な
い
だ
け
で
す
ね
。

頭
取
‥
若
い
人
た
ち
に
期
待
し
た
い
で
す

ね
。
あ
る
本
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が

「
2
0
5
0
年
は
全
世
帯
の
42
％
が
単
身
世

帯
で
、
し
か
も
女
性
の
二
人
に
一
人
は
90
歳

以
上
ま
で
生
き
る
時
代
」
と
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
必
要
と
な
る
の
は
日
用
品
が
買
え
て
、

相
談
を
受
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
60
坪
ほ
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
そ
こ
に
自
動
運
転
の
ク

ル
マ
が
停
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
可

能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

佐
々
木
‥
今
年
１
月
、
当
社
は
移
動
、
物
流
、

物
販
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
次
世
代
電
気
自

動
車｢e-P

alette C
o

n
cep

t｣

を
発
表
し

ま
し
た
。周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
取
り

組
み
ま
す
が
、
ど
う
運
用
し
て
い
く
か
と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
は
地
域
の
課
題

や
状
況
に
よ
っ
て
千
差
万
別
な
の
で
、「
わ
が

町
を
守
る
ぞ
」
と
い
う
気
概
の
あ
る
人
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
し
て
、
銀
行
員

の
皆
さ
ん
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
の
心
の

支
え
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。銀
行
が
認

め
た
人
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
は
ず
だ

と
、周
囲
は
見
ま
す
か
ら
ね
。

頭
取
‥
か
つ
て
銀
行
は
過
去
の
業
績
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
各
企
業
の
強
み
を

生
か
し
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
未
来
に

向
け
た
戦
略
構
築
に
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
、
秋
田
で
は
よ
い
兆
し

が
現
れ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
の
酒
蔵
で
若
い

人
た
ち
が
活
躍
し
は
じ
め
て
い
る
の
で
す
。

高
齢
で
リ
タ
イ
ア
す
る
杜
氏
さ
ん
が
増
え
て

「
本
気
で
酒
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
つ
ぶ
れ
て

し
ま
う
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
若
い
人
た
ち

が
立
ち
上
が
り
、
秋
田
の
日
本
酒
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
‥
秋
田
の
日
本
酒
は
お
い
し
い
で
す

か
ら
ね
。今
の
お
話
の
よ
う
に
「
本
気
で
や
る
」

こ
と
は
大
事
で
す
。私
が
自
工
程
完
結
で
水
漏

れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
と
き
、
周
囲
の
目
は
「
勝

手
に
や
れ
ば
」
と
冷
や
や
か
で
し
た
。し
か
し

あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
む
う
ち
に
「
あ
い
つ
、

本
気
な
ん
だ
な
」
と
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

頭
取
‥
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
本
気
で
や
ら
な

け
れ
ば
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
秋
田

の
産
業
、
そ
し
て
企
業
が
成
長
す
る
た
め
の

後
押
し
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
気
で
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新谷明弘

地方が疲弊していく状況を
解決する手段として
モビリティ（移動性）

に可能性があると思います
佐々木眞一
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秋田ではよい兆しが現れています
「本気で取り組まなければいけない」
と危機感を抱いた若い人たちが
立ち上がっています

失
）は
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。つ
ま
り「
品
質
が
工

程
で
つ
く
り
こ
め
て
い
な
い
」わ
け
で
す
。

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
、
環
境
の
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
目
的

や
目
標
が
そ
の
都
度
変
わ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、
目
的
や
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る

か
、
そ
し
て
自
分
が
な
す
べ
き
仕
事
の
達
成

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
業
務
フ
ロ
ー
を
ど
う
描
く

か
が
重
要
で
す
。話
を
通
し
て
お
く
べ
き
人

物
や
部
署
を
把
握
し
、
ど
う
い
う
順
番
で
意

思
決
定
を
進
め
て
い
く
か
と
い
う
全
体
の
見

取
り
図
が
必
要
で
す
。私
は
「
プ
ロ
セ
ス
設

計
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
か
る
べ
き
人
に
判
断
を
仰
ぐ
こ
と

で
、
一
か
ら
や
り
直
し
に
な
る
「
業
務
の
無

駄
」が
な
く
な
り
ま
す
。

頭
取
‥
各
自
の
暗
黙
知
に
頼
っ
て
い
る
と
、

無
駄
が
多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

佐
々
木
‥
そ
の
通
り
で
す
。生
産
現
場
と
違

い
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
全
体
の
プ
ロ
セ
ス

が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
自
分
一
人
で
仕
事
は

始
め
ら
れ
ま
す
。ベ
テ
ラ
ン
は
プ
ロ
セ
ス
を

暗
黙
知
と
し
て
も
っ
て
い
る
の
で
さ
ほ
ど
失

敗
し
ま
せ
ん
が
、
経
験
の
浅
い
人
は
大
失
敗

に
つ
な
が
る
。そ
れ
を
避
け
る
に
は
、
誰
が

や
っ
て
も
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
つ
く
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

頭
取
‥
佐
々
木
さ
ん
は
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
な
か
で
も
っ
と
も
大
事
な
の
は
Ｐ（
計
画
）」

と
著
書
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。「
プ
ロ
セ
ス

設
計
」
を
よ
り
明
確
に
策
定
す
る
こ
と
が
、

サ
ー
ビ
ス
業
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
生
産
性
向

上
に
つ
な
が
る
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
計
画
の

段
階
で
段
取
り
を
し
っ
か
り
と
つ
く
り
こ
ん
で

い
く
。
当
行
で
も
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
ま
た
、
秋
田
県
で
は
今
後
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
行
し
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
外
部
環
境

の
変
化
を
考
慮
す
れ
ば
、
生
産
性
の
向
上
は
必

須
で
す
。
製
造
現
場
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
分
野

へ
の
応
用
が
利
く
自
工
程
完
結
の
本
質
を
捉

え
、
地
元
企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支

援
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頭
取
‥
ク
ル
マ
の
未
来
を
見
据
え
る
と
、Ａ
Ｉ

や
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of T

hings

）と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
に
と
も
な
い
、
ク
ル

マ
自
体
が
大
き
く
変
わ
る
予
感
が
あ
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
残
念
な
が
ら
自
動
車
関
連
産
業

の
集
積
が
東
北
他
県
と
比
較
し
て
も
遅
れ
て

い
る
状
況
で
す
が
、
こ
う
し
た
変
化
に
よ
り

県
内
企
業
に
も
新
規
参
入
な
ど
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

佐
々
木
‥
自
動
車
業
界
で
は
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
ま
す
。Ｃ
は
「
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
」
で
す
。情
報
通
信
技
術
で
ク
ル
マ
と
社
会

イ
ン
フ
ラ
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
ク
ル
マ
か
ら

は
感
知
で
き
な
い
情
報
、
例
え
ば
ビ
ル
の
角
に

人
が
い
る
と
い
っ
た
こ
と
を
信
号
機
が
読
み

と
り
、
運
転
手
に
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
ク
ル
マ
の

運
転
状
況
や
走
行
履
歴
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

う
し
た
情
報
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
今
後

台
頭
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
は
「
自
動
運
転
」
で
す
。自
動
運
転
で
は
セ

ン
サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
処
理
が
重
要

で
す
が
、安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、そ

の
セ
ン
サ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
劣
化
し
て
い
る
か
を

診
断
す
る
技
術
も
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。自

動
運
転
の
周
辺
分
野
で
、
何
が
重
要
に
な
る
の

か
を
考
え
る
と
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
Ｓ
は
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
で
す
。カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
が
普
及
す
る
と
、
複
数
の
人
間
が
同
じ

ク
ル
マ
を
使
う
の
で
故
障
の
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
車
両
を
夜
間

に
点
検
し
て
故
障
を
未
然
に
防
ぐ
サ
ポ
ー
ト

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｅ
は
「
電
動
化
」
で
す
。将
来
は
エ
ン
ジ
ン

だ
け
で
走
る
ク
ル
マ
は
減
り
、
メ
イ
ン
の
駆

動
は
モ
ー
タ
ー
に
な
る
は
ず
で
す
。「
電
池
」

の
優
劣
が
勝
負
と
な
り
ま
す
。次
世
代
電
池

の
本
命
と
い
わ
れ
て
い
る
全
固
体
電
池
は
確

立
し
た
生
産
技
術
が
無
い
状
況
で
す
。地
方

の
企
業
で
あ
っ
て
も
固
有
の
技
術
を
磨
く
、

あ
る
い
は
応
用
す
る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

頭
取
‥
今
ま
で
自
動
車
業
界
と
関
連
が
薄

か
っ
た
産
業
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

波
及
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
秋
田
の
産

業
、
企
業
に
と
て
も
い
い
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

頭
取
：
当
行
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
地
域
社
会
の
活
力
が
衰
退
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の
ク
ル
マ
は
、
人
口

が
減
り
高
齢
化
も
進
む
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
解
決
す
る
役
割
や
機
能
を
持
ち

得
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
々
木
‥
地
方
が
疲
弊
し
て
い
く
現
状
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

性
）
に
可
能
性
が
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。自

動
ブ
レ
ー
キ
や
レ
ー
ン
逸
脱
防
止
と
い
っ
た

機
能
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
運
転
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
中
山
間
地
域
の

集
落
間
を
自
動
運
転
の
ク
ル
マ
で
つ
な
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。す
べ
て
の
集
落
に
病
院
、
郵

便
局
、
学
校
な
ど
を
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い

の
で
、
こ
の
集
落
に
は
病
院
が
、
隣
の
集
落
に

は
郵
便
局
が
、
さ
ら
に
そ
の
隣
に
は
学
校
が

あ
る
…
…
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、
自
動
運
転

の
ク
ル
マ
で
巡
回
す
る
の
で
す
。そ
う
す
れ

ば
ど
の
集
落
に
住
ん
で
い
て
も
平
等
に
社
会

サ
ー
ビ
ス
は
受
け
ら
れ
ま
す
。中
山
間
地
域

は
緑
が
あ
っ
て
水
が
き
れ
い
で
景
色
も
い
い

で
す
か
ら
、
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
な
ら
ば

若
い
人
た
ち
も
移
り
住
む
は
ず
で
す
。

頭
取
‥
で
は
、
今
は
個
別
に
動
い
て
い
る
、

バ
ス
や
宅
配
便
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

ク
ル
マ
を
集
約
し
て
共
有
化
し
、
コ
ス
ト
や

ロ
ス
を
な
く
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
の

で
す
ね
。

佐
々
木
‥
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。人
を

乗
せ
て
集
落
間
を
移
動
す
る
ク
ル
マ
に
郵
便

物
や
地
元
の
生
鮮
品
も
積
み
、
道
の
駅
に
出

荷
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。こ
う

し
た
こ
と
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き

れ
ば
利
益
が
確
保
で
き
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
し
て
成
り
立
つ
。今
は
ま
だ
そ
う
い
う
人

が
い
な
い
だ
け
で
す
ね
。

頭
取
‥
若
い
人
た
ち
に
期
待
し
た
い
で
す

ね
。
あ
る
本
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が

「
2
0
5
0
年
は
全
世
帯
の
42
％
が
単
身
世

帯
で
、
し
か
も
女
性
の
二
人
に
一
人
は
90
歳

以
上
ま
で
生
き
る
時
代
」
と
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
必
要
と
な
る
の
は
日
用
品
が
買
え
て
、

相
談
を
受
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
60
坪
ほ
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
そ
こ
に
自
動
運
転
の
ク

ル
マ
が
停
ま
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
可

能
性
は
広
が
り
そ
う
で
す
。

佐
々
木
‥
今
年
１
月
、
当
社
は
移
動
、
物
流
、

物
販
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
次
世
代
電
気
自

動
車｢e-P
alette C

o
n

cep
t｣

を
発
表
し

ま
し
た
。周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も
取
り

組
み
ま
す
が
、
ど
う
運
用
し
て
い
く
か
と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ
い
て
は
地
域
の
課
題

や
状
況
に
よ
っ
て
千
差
万
別
な
の
で
、「
わ
が

町
を
守
る
ぞ
」
と
い
う
気
概
の
あ
る
人
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。そ
し
て
、
銀
行
員

の
皆
さ
ん
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
の
心
の

支
え
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。銀
行
が
認

め
た
人
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
は
ず
だ

と
、周
囲
は
見
ま
す
か
ら
ね
。

頭
取
‥
か
つ
て
銀
行
は
過
去
の
業
績
を
重
視

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
各
企
業
の
強
み
を

生
か
し
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
未
来
に

向
け
た
戦
略
構
築
に
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
、
秋
田
で
は
よ
い
兆
し

が
現
れ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
の
酒
蔵
で
若
い

人
た
ち
が
活
躍
し
は
じ
め
て
い
る
の
で
す
。

高
齢
で
リ
タ
イ
ア
す
る
杜
氏
さ
ん
が
増
え
て

「
本
気
で
酒
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
つ
ぶ
れ
て

し
ま
う
」
と
危
機
感
を
抱
い
た
若
い
人
た
ち

が
立
ち
上
が
り
、
秋
田
の
日
本
酒
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
‥
秋
田
の
日
本
酒
は
お
い
し
い
で
す

か
ら
ね
。今
の
お
話
の
よ
う
に
「
本
気
で
や
る
」

こ
と
は
大
事
で
す
。私
が
自
工
程
完
結
で
水
漏

れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
と
き
、
周
囲
の
目
は
「
勝

手
に
や
れ
ば
」
と
冷
や
や
か
で
し
た
。し
か
し

あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
む
う
ち
に
「
あ
い
つ
、

本
気
な
ん
だ
な
」
と
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

頭
取
‥
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
本
気
で
や
ら
な

け
れ
ば
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
秋
田

の
産
業
、
そ
し
て
企
業
が
成
長
す
る
た
め
の

後
押
し
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
気
で
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新谷明弘

地方が疲弊していく状況を
解決する手段として
モビリティ（移動性）

に可能性があると思います
佐々木眞一
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北
秋
田
市

世
界
一
の
大
き
さ
を
誇
る
大
太
鼓
の
街交

流

歴
史

　
秋
田
県
北
部
中
央
に
位
置
す
る
北

秋
田
市
鷹
巣
。そ
の
大
き
さ
か
ら
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

「
綴
子
大
太
鼓
」が
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。毎
年
7
月
14
日
〜
15
日
に
開
催

さ
れ
る
伝
統
行
事「
八
幡
宮
綴
子
神
社

例
大
祭
」で
、そ
の
音
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。例
大
祭
は
弘
長
２
年

（
１
２
６
２
年
）に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、

上
町
と
下
町
ふ
た
つ
の
集
落
が
徳
川

方
・
豊
臣
方
に
分
か
れ
て
一
年
交
代
で

大
太
鼓
を
奉
納
し
、虫
追
い
や
雨
乞

い
、五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
す
。直
径

３
．７
１
メ
ー
ト
ル
の
大
太
鼓
を
打
ち

鳴
ら
し
な
が
ら
行
進
す
る
ほ
か
、神
社

境
内
で
は
獅
子
踊
り
や
奴
舞
い
な
ど
の

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
す
。大
太
鼓
は
、

道
の
駅
た
か
の
す
内
の「
大
太
鼓
の

館
」で
通
年
見
る
こ
と
が
で
き
、ず
ら
り

と
並
ぶ
様
子
は
圧
巻
で
す
。

　
７
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
伝
統

行
事
が
続
く
一
方
で
、新
た
な
に
ぎ

わ
い
の
場
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。平
成

28
年
４
月
、ま
ち
づ
く
り
・
子
育
て
・
生

涯
学
習
・
芸
術
文
化
な
ど
の
拠
点
と

し
て「
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

コ
ム
コ
ム
」が
オ
ー
プ
ン
。今
年
３
月

に
は
入
館
者
数
が
50
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。地
元
商
店
街
と
連
携
し
た

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、中
心

市
街
地
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
も
の

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
米
代
川
の
川
港
街
と
し

て
発
展
し
て
き
た
鷹
巣
。現
在
は
、日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
が
開
通
し

た
ほ
か
、角
館
に
つ
な
が
る
秋
田
内
陸

縦
貫
鉄
道
、そ
し
て
東
京
便
が
就
航
す

る
大
館
能
代
空
港
な
ど
、県
内
有
数
の

交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、今
後
の
更
な

る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　秋田銀行鷹巣支店は平成29年12月に旧店舗敷地
内に新築移転オープンしました。
　外壁は木質調で温もりある建物となっています。
店内には開放感のあるロビーを設け、窓口の待ち
時間もゆったりとお過ごしいただけます。また、個別
ブースを設置し、資産運用やローンなどお客さまの
ライフプランについてより快適にご相談いただける
ようになりました。
　設備面では、外部との段差をなくしたことに加え、
座ってご記入いただける記帳台や多目的トイレを設置
しており、「秋田県バリアフリー社会の形成に関す
る条例」に適合した店舗になっています。

　
縄
文
時
代
後
期
の
環
状
列
石
を
主
体

と
す
る
遺
跡
。平
成
７
年
、大
館
能
代
空

港
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
に
先
立
つ
発
掘

調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。直
径
30
メ
ー

ト
ル
以
上
の
環
状
列
石
が
４
つ
も
集
中

す
る
遺
跡
は
他
に
例
が
な
く
、学
術
的
価

値
も
高
い
こ
と
か
ら
平
成
13
年
に
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
伊
勢
堂

岱
縄
文
館
」で
は
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
や
北

秋
田
市
内
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
器
・
土
偶
約
３
０
０
点
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

北
秋
田
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

コ
ム
コ
ム

　
多
目
的
ホ
ー
ル
、調
理
実
習
室
、研
修

室
、音
楽
ス
タ
ジ
オ
な
ど
の
貸
し
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、市
民
が
自
由
に
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
の
で
き
る
交
流
広
場
、乳
幼
児
用
の

「
ね
ま
ー
る
広
場
」な
ど
無
料
ス
ペ
ー
ス
も

充
実
し
て
お
り
、幅
広
い
世
代
の
利
用
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
堂
岱
縄
文
遺
跡

鷹
巣
鷹
巣
t a k a n o s u
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世
界
一
の
大
き
さ
を
誇
る
大
太
鼓
の
街交

流
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史
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に
開
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事「
八
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祭
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と
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で

大
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を
奉
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し
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追
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や
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乞

い
、五
穀
豊
穣
を
祈
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し
ま
す
。直
径

３
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１
メ
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ト
ル
の
大
太
鼓
を
打
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ら
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が
ら
行
進
す
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ほ
か
、神
社

境
内
で
は
獅
子
踊
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や
奴
舞
い
な
ど
の

踊
り
が
披
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ま
す
。大
太
鼓
は
、

道
の
駅
た
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の
す
内
の「
大
太
鼓
の

館
」で
通
年
見
る
こ
と
が
で
き
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り

と
並
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は
圧
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す
。
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年
以
上
の
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史
を
誇
る
伝
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事
が
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で
、新
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な
に
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わ
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の
場
も
生
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い
ま
す
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成

28
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、ま
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・
子
育
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生
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学
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・
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ど
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」が
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プ
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。今
年
３
月

に
は
入
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者
数
が
50
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人
を
突
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し

ま
し
た
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元
商
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連
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イ
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お
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心
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縦
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ど
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も
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、今
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更
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が
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ま
す
。
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　外壁は木質調で温もりある建物となっています。
店内には開放感のあるロビーを設け、窓口の待ち
時間もゆったりとお過ごしいただけます。また、個別
ブースを設置し、資産運用やローンなどお客さまの
ライフプランについてより快適にご相談いただける
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経常利益 当期純利益

不良債権への対応 コア業務純益（※）…69億円

※【コア業務純益】

　コア業務純益（※）は、資金利益の減少により、前期比16億円減
少し、69億円となりました。

用
語
解
説

　銀行の本来業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益で
ある「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒
引当金繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的
な利益」を示します。

■ コア業務純益の推移

（単位：億円）

経常利益…52億円 当期純利益…40億円

　経常利益は、与信関係費用は低水準でありましたが、コア業務
純益の減少により、6億円減少の52億円となり、当期純利益は5
億円減少の40億円となりました。

■ 経常利益と当期純利益の推移
（単位：億円）

格付け（※）…A＋

【格付け】

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付について
格付けランクの上位に位置する「Ａ＋」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

用
語
解
説

　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払
われる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、そ
の結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置する
ほど安全性が高いとされています。

+-A

AAA
+-AA

+- BBB
+-BB
+-B

CCC
CC
C

LD
D

+A
当行の格付け

■ 自己資本比率（単体）の推移

区　分

破産更生債権及び
これらに準ずる債権（※1）0.6％

危険債権（※2）

要管理債権（※3）

合　計

残高
（Ａ）

保全
（Ｂ）＋（Ｃ）＝（D）担保・保証等（Ｂ）貸倒引当金（Ｃ）

保全率

103

221

4

328

103

186

2

291

36

157

2

194

67

29

1

96

100.00

83.89

54.38

88.59

注１／単位未満四捨五入　注２／保全率＝（Ｄ）÷（Ａ）×100

正常債権
1兆6,563億円
98.1％

（単位：億円）

（％）

0.0％

1.3％

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

平成30年3月末現在

　当行では、従来より貸出資産の健全化に積極的に取り組
んでおります。具体的には、本部内に設置している「企業経
営支援室」をはじめ、各営業店においてお取引先の経営改
善に向けた各種支援活動を積極的に行っております。
　平成30年3月期の与信費用は、お取引先の倒産や業態
悪化が低位で推移したため、前年同水準の1億円となりま
した。
　また、平成30年3月末の不良債権額（金融再生法開示
債権ベース）は328億円ですが、この不良債権が将来回収
不能となった場合の備えである保全額（貸倒引当金、担保・

保証）は291億円であり、その保全率は88.59％と、高い
水準を確保しております。
　なお、金融再生法開示債権のうち、危険債権および要管
理債権は、現在事業を継続されているお取引先への債権で
あるため、すべてが回収不能に至るものではありません。仮
に、金融再生法開示債権がすべて回収不能になった場合、
追加で必要な不良債権処理費用は37億円（金融再生法開
示債権328億円－保全額291億円）ですが、「利益剰余
金」（1,147億円）だけでも十分対応可能な水準です。　
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　　　　　　－一般貸倒引当金戻入益

■ 金融再生法開示債権の状況

不良債権比率 金融再生法開示債権不良債権処理費用
一般貸倒引当金戻入益

一般貸倒引当金繰入額
与信費用

■ 償却・引当の状況 ■ 金融再生法開示債権推移

金融再生法開示債権に対する保全の状況

用
語
解
説

収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2018資産の健全化 AKITA BANK REPORT 2018

自己資本比率（※）（単体）…10.75％

　平成30年3月末の自己資本比率は、貸出金増加によるリス
ク・アセットの増加により、前期末比0.27ポイント低下し
10.75％となりましたが、引き続き国内基準行に求められる
４％を大きく上回る水準を維持しております。

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行
の健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際
統一基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準
で4％以上を維持することが求められています。

用
語
解
説
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秋田県内
24,105億円
89.4%

秋田県外
2,843億円
10.6%

預金の状況

預り資産（※）残高の推移個人ローンの状況
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■ 預金残高

（単位：億円）　個人預金、法人預金、地公体からの預金が増加したことに
より、前期末比967億円増加し、2兆6,948億円となりま
した。
　平成30年３月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は89.4％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、57.5％と高い
水準を維持しております。

貸出金の状況
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■ 貸出金残高

（単位：億円）　事業先向け、個人ローン、地公体向けともに増加したことによ
り、前期末比358億円増加し、1兆6,761億円となりました。
　平成30年３月末の貸出金残高に占める中小企業等向け貸出
金の割合は、53.7％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.8％と高い水
準を維持しております。
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　預り資産残高は、生命保険は減少したものの、公
共債、投資信託が増加したことから、前期末比33
億円増加し、2,252億円となりました。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成30年3月末

■ 預金者別
平成30年3月末

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時払
終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが前期末比58億円増加
したことを主因として、前期末比91億円増加いたし
ました。

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成30年3月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

■ 県内外別
平成30年3月末

県内預金内訳

■ 県内外別
平成30年3月末

県内向け貸出金内訳

■ 貸出先別
平成30年3月末

うち個人
16,017億円

（66.4％）

うち法人
5,242億円

（21.8％）

その他
2,844億円

（11.8％）

うち中小企業向け
3,686億円

（31.2％）

うち個人向け
3,496億円

（29.6％）

その他（地公体ほか）
4,626億円

（39.2％）

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2018貸出金の状況 AKITA BANK REPORT 2018

その他
7.1%

他行
40.1%

当行
52.8%

その他
3,073億円
11.4%

個人
17,330億円
64.3%

法人
6,544億円
24.3%

その他
8.4%

他行
34.1%

当行
57.5%

中小企業等
向け貸出金
53.7%

その他
3,992億円
23.8%

中小企業向け
5,220億円
31.1%

個人向け
3,785億円
22.6%

地方公共団体向け
3,762億円
22.5%

秋田県内向け
11,810億円
70.5%

秋田県外向け
4,951億円
29.5%

3,519

3,252

平成30年3月末

3,610

3,310

平成28年3月末

3,383
3,140

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

89

672

1,456
2,219

平成30年3月末

90

707

1,453
2,252

平成28年3月末

114

736

1,374
2,225

25 AKITA BANK REPORT 2018 24



秋田県内
24,105億円
89.4%

秋田県外
2,843億円
10.6%

預金の状況

預り資産（※）残高の推移個人ローンの状況

10,000

5,000

15,000

20,000

30,000

25,000

0

預金・譲渡性預金 うち個人預金

16,95316,953

25,98125,981

平成29年
3月末

17,33017,330

26,94826,948

平成30年
3月末

16,76716,767

25,70725,707

平成28年
3月末

■ 預金残高

（単位：億円）　個人預金、法人預金、地公体からの預金が増加したことに
より、前期末比967億円増加し、2兆6,948億円となりま
した。
　平成30年３月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は89.4％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、57.5％と高い
水準を維持しております。

貸出金の状況

6,000

3,000

0
平成29年
3月末

18,000

9,000

12,000

15,000

貸出金 うち中小企業等向け

8,7118,711

16,40316,403

平成30年
3月末

9,0069,006

16,76116,761

平成28年
3月末

8,4918,491

16,03216,032

■ 貸出金残高

（単位：億円）　事業先向け、個人ローン、地公体向けともに増加したことによ
り、前期末比358億円増加し、1兆6,761億円となりました。
　平成30年３月末の貸出金残高に占める中小企業等向け貸出
金の割合は、53.7％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、52.8％と高い水
準を維持しております。

1,200

1,000

800

600

400

200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

0
平成29年3月末平成29年3月末

（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産残高は、生命保険は減少したものの、公
共債、投資信託が増加したことから、前期末比26
億円増加し、2,388億円となりました。

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成30年3月末

■ 預金者別
平成30年3月末

■ 個人ローンの推移 ■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時払
終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが前期末比58億円増加
したことを主因として、前期末比91億円増加いたし
ました。

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

（単位：億円） 個人ローン うち住宅ローン

■ 秋田県内シェア（金融機関別）
平成30年3月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

■ 県内外別
平成30年3月末

県内預金内訳

■ 県内外別
平成30年3月末

県内向け貸出金内訳

■ 貸出先別
平成30年3月末

うち個人
16,017億円

（66.4％）

うち法人
5,242億円

（21.8％）

その他
2,844億円

（11.8％）

うち中小企業向け
3,686億円

（31.2％）

うち個人向け
3,496億円

（29.6％）

その他（地公体ほか）
4,626億円

（39.2％）

預金・預り資産の状況 AKITA BANK REPORT 2018貸出金の状況 AKITA BANK REPORT 2018

その他
7.1%

他行
40.1%

当行
52.8%

その他
3,073億円
11.4%

個人
17,330億円
64.3%

法人
6,544億円
24.3%

その他
8.4%

他行
34.1%

当行
57.5%

中小企業等
向け貸出金
53.7%

その他
3,992億円
23.8%

中小企業向け
5,220億円
31.1%

個人向け
3,785億円
22.6%

地方公共団体向け
3,762億円
22.5%

秋田県内向け
11,810億円
70.5%

秋田県外向け
4,951億円
29.5%

3,519

3,252

平成30年3月末

3,610

3,310

平成28年3月末

3,383
3,140

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

89

672

1,599
2,362

平成30年3月末

90

707

1,589
2,388

平成28年3月末

114

736

1,517
2,368
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AKITA BANK REPORT 2018
店舗ネットワーク

南通りエリア

本店・八橋エリア

秋田東エリア

泉・寺内エリア

土崎エリア

秋田市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

山王・割山エリア

本店営業部

八 橋 支 店

秋田市役所支店

県 庁 支 店

山 王 支 店

割 山 支 店

大 町 支 店

秋田駅前支店

南通り支店

楢 山 支 店

馬口労町支店

新 屋 支 店

泉中央支店

泉 支 店

寺 内 支 店

外旭川支店

広 面 支 店

秋田東中央支店

手 形 支 店

桜 支 店

手形北支店

卸 町 支 店

牛 島 支 店

御野場支店

御所野ニュータウン支店

土 崎 支 店

将軍野支店

港 北 支 店

河 辺 支 店

雄 和 支 店

男 鹿 支 店

北浦出張所

船 越 支 店

五城目支店

大 潟 支 店

能 代 支 店

能代南支店

二ツ井支店

鹿 渡 支 店

八 森 支 店

藤 里 支 店

鷹 巣 支 店

阿仁合支店

大 館 支 店

比 内 支 店

大館駅前支店

大館西支店

田 代 支 店

土日★

土日★

　　　

　　　

土日★

土日　

土日　

土日　

土　　　　

土日　

土日　

土日

土日★

土日　

土日　

土日★

土日　

土日★

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

土日★

土日★

土日　

土日★　

土日　

土日　

土日★

土　　

土日　

土日　

土　　

土日★

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

（0185）23-3141

（0185）33-2135

（0185）35-2211

（018）852-3120

（0185）45-2871

（0185）52-7131

（0185）54-6600

（0185）73-3026

（0185）87-3115

（0185）77-3111

（0185）79-1115

（0186）62-1451

（0186）82-3210

（0186）42-2255

（0186）55-2525

（0186）42-1950

（0186）49-3151

（0186）54-3355

（018）863-1212

（018）866-0161

（018）862-3623

（018）860-3574

（018）824-3211

（018）823-3788

（018）823-3131

（018）833-8336

（018）832-4167

（018）834-5745

（018）823-3165

（018）828-2233

（018）864-7421

（018）863-2621

（018）845-6556

（018）868-4111

（018）835-8551

（018）836-5522

（018）834-2171

（018）834-1171

（018）833-6831

（018）862-1751

（018）834-4531

（018）839-0641

（018）826-1771

（018）845-0101

（018）846-4620

（018）846-3001

（018）882-2011

（018）886-2288

秋田市山王三丁目2番1号

秋田市八橋本町三丁目19番26号

秋田市山王一丁目1番1号（秋田市庁舎内）

秋田市山王四丁目1番1号（秋田県庁舎内）

秋田市山王六丁目3番16号

秋田市新屋勝平町2番19号

秋田市大町二丁目4番44号

秋田市中通四丁目5番6号

秋田市中通六丁目3番15号

秋田市南通みその町7番18号

秋田市旭南三丁目5番3号

秋田市新屋扇町12番29号

秋田市泉中央一丁目3番8号

秋田市泉南三丁目17番23号

秋田市寺内堂ノ沢三丁目1番12号

秋田市外旭川八柳三丁目14番52号

秋田市広面字蓮沼93番地

秋田市広面字谷地田89番1

秋田市手形字山崎160番1

秋田市桜二丁目16番12号

秋田市手形字上川原13番地の1

秋田市茨島四丁目7番26号

秋田市牛島東一丁目11番1号

秋田市仁井田本町五丁目11番3号

秋田市御所野地蔵田二丁目1番50号

秋田市土崎港中央三丁目3番11号

秋田市土崎港東二丁目11番40号

秋田市土崎港北二丁目17番71号

秋田市河辺和田字北條ヶ崎12番地の4

秋田市雄和妙法字上大部128番地の2

男鹿市船川港船川字栄町27番地

男鹿市北浦北浦字北浦100番地

男鹿市船越字船越292番地

南秋田郡五城目町字下夕町229番地

南秋田郡大潟村字中央2番地の12

能代市柳町1番18号

能代市字寿域長根54番地の13

能代市二ツ井町字三千苅80番1

山本郡三種町鹿渡字片カリ橋236番

山本郡八峰町八森字中浜60番地の3

山本郡藤里町藤琴字藤琴51番地

北秋田市花園町2番25号

北秋田市阿仁銀山字下新町33番地

大館市字大町19番地

大館市比内町扇田字上扇田80番地の3

大館市御成町二丁目18番38号

大館市片山町二丁目3番12号

大館市早口字上野45番地の10

潟上市
追 分 支 店

天 王 支 店

大久保支店

土日　

土日　

土日　

（018）873-5455

（018）878-9211

（018）877-2122

潟上市天王字追分20番地の1

潟上市天王字二田219番地の113

潟上市昭和大久保字虻川境3番地の10

（0187）53-3111

（0187）43-1311

（0187）84-1011

（0182）32-3150

（0182）32-2081

（0182）24-0550

（0182）42-0081

（0182）45-5271

（0183）73-3111

（0183）42-3100

（0183）62-1131

（0184）22-0921

（0184）73-3311

（0184）24-3363

（0184）55-3122

仙北市角館町田町上丁4番5

仙北市田沢湖生保内字街道ノ上96番地の1

仙北郡美郷町六郷字上町63番地

横手市田中町1番3号

横手市条里一丁目12番21号

横手市平鹿町浅舞字浅舞246番地の1

横手市十文字町字本町9番地の2

横手市増田町増田字石神84番地の2

湯沢市柳町二丁目1番48号

湯沢市川連町字平城下14番地の3

雄勝郡羽後町西馬音内字本町33番地の1

由利本荘市本荘23番地

由利本荘市岩城内道川字新鶴潟3番地の4

由利本荘市中梵天101番地の1

由利本荘市矢島町七日町字七日町43番地の4

土日　

土日　

土日　

土日★

土日★

土日　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★　

土日　

土日　

土日　

青森県

岩手県

八 戸 支 店

青 森 支 店

弘 前 支 店

盛 岡 支 店

八戸市大字八日町25番地

青森市新町二丁目5番11号

弘前市大字代官町26番地の1

盛岡市中央通二丁目2番1号

（0178）43-5121

（017）777-6221

（0172）34-3240

（019）624-3221

　　　

　　　

　　　

　　　

北海道
札 幌 支 店

宮の沢支店

旭 川 支 店

札幌市中央区大通西四丁目6番地1

札幌市西区発寒6条11丁目1番1号

旭川市四条通九丁目1704番地の2

（011）241-9291

（011）213-7370

（0166）23-9111

　　　

　　　

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

鹿角市
花 輪 支 店

毛馬内支店

大 湯 支 店

土日★

土日　

土日　　

（0186）23-3003

（0186）35-3041

（0186）37-2230

鹿角市花輪字下花輪1番地の1

鹿角市十和田毛馬内字毛馬内121番地の1

鹿角市十和田大湯字中田10番地の13

外両

外両

外両

外両

外両

外両

※日曜営業中（10：00～16：00）

大館・比内エリア

湯沢・稲川エリア

本荘・岩城町エリア

角 館 支 店

田沢湖支店

美 郷 支 店

横 手 支 店

横手条里支店

浅 舞 支 店

十文字支店

増 田 支 店

湯 沢 支 店

稲 川 支 店

西馬音内支店

本 荘 支 店

岩城町支店

本荘東支店

矢 島 支 店

大仙市

（0187）63-1321

（0187）65-2211

（0187）63-1315

（018）892-3114

（0187）75-1005

（0187）72-3111

（0187）56-4116

大仙市大曲須和町一丁目1番3号

大仙市角間川町字東本町70番地

大仙市大曲通町7番15号

大仙市協和境字野田92番地

大仙市刈和野字本町5番地（大仙市西仙北庁舎内）

大仙市神宮寺字本郷野76番地の9

大仙市長野字柳田48番地

土日★

土日　

土日★

土日　

土日　

土日　

外両

大曲南エリア

大 曲 支 店

角間川支店

大曲駅前支店

協 和 支 店

刈和野支店

神宮寺支店

長 野 支 店

にかほ市
（0184）35-2525

（0184）43-5456

（0184）38-2150

にかほ市平沢字旭町5番地

にかほ市象潟町字四丁目塩越69番地の3

にかほ市金浦字堀切51番地の1

土日　

土日　

土日　

鹿角郡
小 坂 支 店 （0186）29-2121鹿角郡小坂町小坂鉱山字栗平25番5 土日　

象潟・金浦エリア

仁賀保支店

象 潟 支 店

金 浦 支 店

サービスセンターほか
お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

〈あきぎん〉スマートネクスト受付センター

ダイレクトバンキングセンター

インターネットバンキングセンター

ク レ ジ ット カ ー ド セ ン タ ー

　 （0120）001-260（平日9:00～17:00）

　 （0120）723-860（7:00～23:00）

　 （0120）889-186（平日9:00～17:00）

　 （0120）599-506（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-063（24時間）

E B セ ン タ ー

A T M サ ー ビ ス セ ン タ ー

（一財）　秋　田　経　済　研　究　所

　 （0120）288-956（平日9:00～17:00）

　 （0120）646-310（平日9:00～17:00）

　 （0120）886-672（24時間）

（018）863-5561（平日9:00～17:00）

　 （0120）117-075（平日9:00～17:00）

営業時間（本店・東中央）
　平日9：00～16：00（水曜日を除く）、 土曜・日曜9：00～16：00
　※水曜、祝日、12月31日～1月3日は休業
営業時間（上記以外）
　平日9：00～19：00、 土曜・日曜10：00～16：00
　※祝日、12月31日～1月3日は休業

福島県

新潟県

東京都

インターネット

福 島 支 店

郡 山 支 店

いわき支店

郡山北支店

郡山南支店

新 潟 支 店

東 京 支 店

福島市大町3番30号

郡山市中町14番29号

いわき市平字一町目16番地

郡山市桑野三丁目12番38号

郡山市安積荒井二丁目57番地

新潟市中央区万代四丁目1番2号

東京都中央区京橋三丁目13番1号

（024）522-4175

（024）932-6400

（0246）23-1051

（024）922-6800

（024）946-0211

（025）243-5041

（03）3567-8411

　　　

土日　

　　　

土日　

土日　

　　　

　　　　

宮城県
仙 台 支 店

仙台南支店

仙台泉中央支店

仙台市青葉区中央三丁目2番1号

仙台市太白区長町八丁目22番1号

仙台市泉区泉中央一丁目23番地の5

（022）225-8541

（022）246-3711

（022）371-3113

土日　

土日　

土日　

秋田市山王三丁目2番1号 本店営業部1F

秋田市広面字谷地田89番地1 秋田東中央支店内

大館市片山町二丁目3番12号 大館西支店内

能代市字寿域長根54番地の13 能代南支店内

ローンプラザ・保険プラザ
本 店

東中央

大 館

能 代

（0120）804-874

（0120）804-701

（0120）804-540

（0120）804-778

大仙市大曲須和町一丁目1番3号 大曲支店内

横手市条里一丁目12番21号 横手条里支店内

由利本荘市中梵天101番地の1 本荘東支店内

大 曲

横 手

本 荘

（0120）804-654

（0120）804-225

（0120）804-323

あきぎんこまち支 店

★ …休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー
　 …通帳繰越機能付ATM設置コーナー

　 …外貨両替取扱店外両 土 …土曜日稼働キャッシュサービスコーナー
 （土曜日が祝日でもご利用いただけます。）
日 …日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー

店　舗

店舗外

（平成30年7月17日現在）

本支店
出張所
インターネット
計
キャッシュサービスコーナー 

96
1
1

98
173
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南通りエリア

本店・八橋エリア

秋田東エリア

泉・寺内エリア

土崎エリア

秋田市

男鹿市

南秋田郡

能代市

山本郡

北秋田市

大館市

仙北市

仙北郡

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

山王・割山エリア

本店営業部

八 橋 支 店

秋田市役所支店

県 庁 支 店

山 王 支 店

割 山 支 店

大 町 支 店

秋田駅前支店

南通り支店

楢 山 支 店

馬口労町支店

新 屋 支 店

泉中央支店

泉 支 店

寺 内 支 店

外旭川支店

広 面 支 店

秋田東中央支店

手 形 支 店

桜 支 店

手形北支店

卸 町 支 店

牛 島 支 店

御野場支店

御所野ニュータウン支店

土 崎 支 店

将軍野支店

港 北 支 店

河 辺 支 店

雄 和 支 店

男 鹿 支 店

北浦出張所

船 越 支 店

五城目支店

大 潟 支 店

能 代 支 店

能代南支店

二ツ井支店

鹿 渡 支 店

八 森 支 店

藤 里 支 店

鷹 巣 支 店

阿仁合支店

大 館 支 店

比 内 支 店

大館駅前支店

大館西支店

田 代 支 店

土日★

土日★

　　　

　　　

土日★

土日　

土日　

土日　

土　　　　

土日　

土日　

土日

土日★

土日　

土日　

土日★

土日　

土日★

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

土日★

土日★

土日　

土日★　

土日　

土日　

土日★

土　　

土日　

土日　

土　　

土日★

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

（0185）23-3141

（0185）33-2135

（0185）35-2211

（018）852-3120

（0185）45-2871

（0185）52-7131

（0185）54-6600

（0185）73-3026

（0185）87-3115

（0185）77-3111

（0185）79-1115

（0186）62-1451

（0186）82-3210

（0186）42-2255

（0186）55-2525

（0186）42-1950

（0186）49-3151

（0186）54-3355

（018）863-1212

（018）866-0161

（018）862-3623

（018）860-3574

（018）824-3211

（018）823-3788

（018）823-3131

（018）833-8336

（018）832-4167

（018）834-5745

（018）823-3165

（018）828-2233

（018）864-7421

（018）863-2621

（018）845-6556

（018）868-4111

（018）835-8551

（018）836-5522

（018）834-2171

（018）834-1171

（018）833-6831

（018）862-1751

（018）834-4531

（018）839-0641

（018）826-1771

（018）845-0101

（018）846-4620

（018）846-3001

（018）882-2011

（018）886-2288

秋田市山王三丁目2番1号

秋田市八橋本町三丁目19番26号

秋田市山王一丁目1番1号（秋田市庁舎内）

秋田市山王四丁目1番1号（秋田県庁舎内）

秋田市山王六丁目3番16号

秋田市新屋勝平町2番19号

秋田市大町二丁目4番44号

秋田市中通四丁目5番6号

秋田市中通六丁目3番15号

秋田市南通みその町7番18号

秋田市旭南三丁目5番3号

秋田市新屋扇町12番29号

秋田市泉中央一丁目3番8号

秋田市泉南三丁目17番23号

秋田市寺内堂ノ沢三丁目1番12号

秋田市外旭川八柳三丁目14番52号

秋田市広面字蓮沼93番地

秋田市広面字谷地田89番1

秋田市手形字山崎160番1

秋田市桜二丁目16番12号

秋田市手形字上川原13番地の1

秋田市茨島四丁目7番26号

秋田市牛島東一丁目11番1号

秋田市仁井田本町五丁目11番3号

秋田市御所野地蔵田二丁目1番50号

秋田市土崎港中央三丁目3番11号

秋田市土崎港東二丁目11番40号

秋田市土崎港北二丁目17番71号

秋田市河辺和田字北條ヶ崎12番地の4

秋田市雄和妙法字上大部128番地の2

男鹿市船川港船川字栄町27番地

男鹿市北浦北浦字北浦100番地

男鹿市船越字船越292番地

南秋田郡五城目町字下夕町229番地

南秋田郡大潟村字中央2番地の12

能代市柳町1番18号

能代市字寿域長根54番地の13

能代市二ツ井町字三千苅80番1

山本郡三種町鹿渡字片カリ橋236番

山本郡八峰町八森字中浜60番地の3

山本郡藤里町藤琴字藤琴51番地

北秋田市花園町2番25号

北秋田市阿仁銀山字下新町33番地

大館市字大町19番地

大館市比内町扇田字上扇田80番地の3

大館市御成町二丁目18番38号

大館市片山町二丁目3番12号

大館市早口字上野45番地の10

潟上市
追 分 支 店

天 王 支 店

大久保支店

土日　

土日　

土日　

（018）873-5455

（018）878-9211

（018）877-2122

潟上市天王字追分20番地の1

潟上市天王字二田219番地の113

潟上市昭和大久保字虻川境3番地の10

（0187）53-3111

（0187）43-1311

（0187）84-1011

（0182）32-3150

（0182）32-2081

（0182）24-0550

（0182）42-0081

（0182）45-5271

（0183）73-3111

（0183）42-3100

（0183）62-1131

（0184）22-0921

（0184）73-3311

（0184）24-3363

（0184）55-3122

仙北市角館町田町上丁4番5

仙北市田沢湖生保内字街道ノ上96番地の1

仙北郡美郷町六郷字上町63番地

横手市田中町1番3号

横手市条里一丁目12番21号

横手市平鹿町浅舞字浅舞246番地の1

横手市十文字町字本町9番地の2

横手市増田町増田字石神84番地の2

湯沢市柳町二丁目1番48号

湯沢市川連町字平城下14番地の3

雄勝郡羽後町西馬音内字本町33番地の1

由利本荘市本荘23番地

由利本荘市岩城内道川字新鶴潟3番地の4

由利本荘市中梵天101番地の1

由利本荘市矢島町七日町字七日町43番地の4

土日　

土日　

土日　

土日★

土日★

土日　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★　

土日　

土日　

土日　

青森県

岩手県

八 戸 支 店

青 森 支 店

弘 前 支 店

盛 岡 支 店

八戸市大字八日町25番地

青森市新町二丁目5番11号

弘前市大字代官町26番地の1

盛岡市中央通二丁目2番1号

（0178）43-5121

（017）777-6221

（0172）34-3240

（019）624-3221

　　　

　　　

　　　

　　　

北海道
札 幌 支 店

宮の沢支店

旭 川 支 店

札幌市中央区大通西四丁目6番地1

札幌市西区発寒6条11丁目1番1号

旭川市四条通九丁目1704番地の2

（011）241-9291

（011）213-7370

（0166）23-9111

　　　

　　　

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

外両

鹿角市
花 輪 支 店

毛馬内支店

大 湯 支 店

土日★

土日　

土日　　

（0186）23-3003

（0186）35-3041

（0186）37-2230

鹿角市花輪字下花輪1番地の1

鹿角市十和田毛馬内字毛馬内121番地の1

鹿角市十和田大湯字中田10番地の13

外両

外両

外両

外両

外両

外両

※日曜営業中（10：00～16：00）

大館・比内エリア

湯沢・稲川エリア

本荘・岩城町エリア

角 館 支 店

田沢湖支店

美 郷 支 店

横 手 支 店

横手条里支店

浅 舞 支 店

十文字支店

増 田 支 店

湯 沢 支 店

稲 川 支 店

西馬音内支店

本 荘 支 店

岩城町支店

本荘東支店

矢 島 支 店

大仙市

（0187）63-1321

（0187）65-2211

（0187）63-1315

（018）892-3114

（0187）75-1005

（0187）72-3111

（0187）56-4116

大仙市大曲須和町一丁目1番3号

大仙市角間川町字東本町70番地

大仙市大曲通町7番15号

大仙市協和境字野田92番地

大仙市刈和野字本町5番地（大仙市西仙北庁舎内）

大仙市神宮寺字本郷野76番地の9

大仙市長野字柳田48番地

土日★

土日　

土日★

土日　

土日　

土日　

外両

大曲南エリア

大 曲 支 店

角間川支店

大曲駅前支店

協 和 支 店

刈和野支店

神宮寺支店

長 野 支 店

にかほ市
（0184）35-2525

（0184）43-5456

（0184）38-2150

にかほ市平沢字旭町5番地

にかほ市象潟町字四丁目塩越69番地の3

にかほ市金浦字堀切51番地の1

土日　

土日　

土日　

鹿角郡
小 坂 支 店 （0186）29-2121鹿角郡小坂町小坂鉱山字栗平25番5 土日　

象潟・金浦エリア

仁賀保支店

象 潟 支 店

金 浦 支 店

サービスセンターほか
お 客 様 サ ー ビ ス セ ン タ ー

〈あきぎん〉スマートネクスト受付センター

ダイレクトバンキングセンター

インターネットバンキングセンター

ク レ ジ ット カ ー ド セ ン タ ー

　 （0120）001-260（平日9:00～17:00）

　 （0120）723-860（7:00～23:00）

　 （0120）889-186（平日9:00～17:00）

　 （0120）599-506（平日9:00～17:00）

　 （0120）288-063（24時間）

E B セ ン タ ー

A T M サ ー ビ ス セ ン タ ー

（一財）　秋　田　経　済　研　究　所

　 （0120）288-956（平日9:00～17:00）

　 （0120）646-310（平日9:00～17:00）

　 （0120）886-672（24時間）

（018）863-5561（平日9:00～17:00）

　 （0120）117-075（平日9:00～17:00）

営業時間（本店・東中央）
　平日9：00～16：00（水曜日を除く）、 土曜・日曜9：00～16：00
　※水曜、祝日、12月31日～1月3日は休業
営業時間（上記以外）
　平日9：00～19：00、 土曜・日曜10：00～16：00
　※祝日、12月31日～1月3日は休業

福島県

新潟県

東京都

インターネット

福 島 支 店

郡 山 支 店

いわき支店

郡山北支店

郡山南支店

新 潟 支 店

東 京 支 店

福島市大町3番30号

郡山市中町14番29号

いわき市平字一町目16番地

郡山市桑野三丁目12番38号

郡山市安積荒井二丁目57番地

新潟市中央区万代四丁目1番2号

東京都中央区京橋三丁目13番1号

（024）522-4175

（024）932-6400

（0246）23-1051

（024）922-6800

（024）946-0211

（025）243-5041

（03）3567-8411

　　　

土日　

　　　

土日　

土日　

　　　

　　　　

宮城県
仙 台 支 店

仙台南支店

仙台泉中央支店

仙台市青葉区中央三丁目2番1号

仙台市太白区長町八丁目22番1号

仙台市泉区泉中央一丁目23番地の5

（022）225-8541

（022）246-3711

（022）371-3113

土日　

土日　

土日　

秋田市山王三丁目2番1号 本店営業部1F

秋田市広面字谷地田89番地1 秋田東中央支店内

大館市片山町二丁目3番12号 大館西支店内

能代市字寿域長根54番地の13 能代南支店内

ローンプラザ・保険プラザ
本 店

東中央

大 館

能 代

（0120）804-874

（0120）804-701

（0120）804-540

（0120）804-778

大仙市大曲須和町一丁目1番3号 大曲支店内

横手市条里一丁目12番21号 横手条里支店内

由利本荘市中梵天101番地の1 本荘東支店内

大 曲

横 手

本 荘

（0120）804-654

（0120）804-225

（0120）804-323

あきぎんこまち支 店

★ …休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー
　 …通帳繰越機能付ATM設置コーナー

　 …外貨両替取扱店外両 土 …土曜日稼働キャッシュサービスコーナー
 （土曜日が祝日でもご利用いただけます。）
日 …日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー

店　舗

店舗外

（平成30年7月17日現在）

本支店
出張所
インターネット
計
キャッシュサービスコーナー 

96
1
1

98
173
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秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

（平成30年6月30日現在）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

いとく新国道店

サンライフ秋田

いとく川尻店

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

なかいち

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

大住

イオン御所野店

イオンモール秋田

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

秋田卸センター

ナイス割山店

秋田公立美術大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく自衛隊通店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

イオン土崎港店

いとく土崎みなと店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市役所

マックスバリュ天王店

テラタ天王店

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

いとく通町店

イオン能代店

能代駅前

能代市役所

能代工業団地

テラタ向能代店

いとく能代北店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

島田病院

山本地方総合庁舎内

能代山本医師会病院

いとく二ツ井ショッピングセンター

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

　　　

　　　

　　　

土日　

土　　

土日★

土日★

土日　

土日★

土日★

　　　

　　　

土　　

土

土日　

土日　

土日★

土日★

土　　

土日　

土

土日★

土　　

土日★

　　　

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

　　　

土　　

土日★

土日　

土日★

土日★　

　　　

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土　　

土日★

土日　

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土　　

土　　

土日★

土日★

土日　

　　　

土日★

土日　

土日

土日　

土日　

土日　

土日★

土日　

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日

　

土　　

土日

土日★　

土日　

土日　

土日　

　　　

　　　

土日

土日　

土　　

土日　

土　

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

大館二井田工業団地

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

パワー大曲店

グランマート中通店

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

よねや角館店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピーモール

横手西

横手卸センター

バザール横手店

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

グランマート十文字店

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

バザール横堀店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

端縫いの郷

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

マックスバリュ本荘店

グランマート一番堰店

グランマート本荘南店

カダーレ

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟

　　

土日　

　　　

土日　

　　　

土日　

土　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★

土日★

土日　

土日　

土日

　　　

土日　

土日★

　　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★

　　　    

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

　　　

土日★

土日★　

土

土　　

土　　

土日★

　　　

土日★

土日★

土日★

土日　

土　　

土日★

土日　

土日★

土日★

土日　

土日

土日　

土日　

土日　

土日

　　　

土日★

土日★

土日★

土日★

土日　

土日★

土日　

土日★

土日　

土日

土日　

　　　

土日★

　　　

土日★

土　　

土日　

土日　

　　　

ATM業務提携
（平成30年7月17日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー（土曜日が祝日でもご利用いただけます。)

日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー
★…休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー

ATMネットワーク

（秋田県内のサークルKサンクス、ファミリーマートに設置）

サービス内容／お引出し・お預入れ・お振込（セブン銀行、バンクタイムATMを除く）・残高照会
■ご利用には所定の手数料がかかります。（残高照会を除く）　■バンクタイムとの提携は、秋田県内のATMに限ります。
■ATMの営業時間は、提携機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各機関のホームページ等によりご確認ください。

◉　　お引出し手数料無料の金融機関

秋 田 信 用 金 庫
羽 後 信 用 金 庫
秋 田 県 信 用 組 合
ＪＡバンクあきた

　「とくだね倶楽部」は、当行とのお取引
内容をポイントに換算し、ポイント合計
によって特典が追加されるポイント
サービスです。
　ATMの利用手数料をはじめ、各種
手数料や金利がお得になるほか、カタ
ログギフトのプレゼントなどもご用意
しております。入会金、年会費等は一切
かかりません。窓口、ATMで入会およ
びポイント確認ができます。

「とくだね倶楽部」で手数料がお得に！

入会金、年会費は 無料！

ローソンATM

◉当行キャッシュカードで全国のコンビニ・ショッピングセンター等のＡＴＭがご利用いただけます

プレミアム
ステージ

ステージ
3

ステージ
2

ステージ
1

3点～ 10点～ 18点～ 23点～

※詳しくは、当行ホームページまたは窓口でご確認いただけます。

ローン金利の引下げ（点数によって「引下げ率」アップ）

カタログギフト
5千円相当

プレゼント（年1回）

貸金庫手数料などの割引

振込手数料割引
（当行ATM・インターネットバンキングによる振込の場合）

コンビニ等ATM利用手数料割引

当行ATM時間外手数料が無料

例えば…
・給与振込

・Only One
クレジット

・公共料金
（電気・ガス・水道）

5点

3つで3点

2点

合計10点

ポイントが増えれば 特典が増える！

「とくだね倶楽部」とは？

（ファミリーマート等に設置）

イーネットATM

平日
日中

（セブン-イレブン等に設置）

青森銀行
岩手銀行

サービス内容／お引出し・お振込・残高照会
■時間外利用、お振込には各金融機関所定の手数料がかかります。
■ATMの営業時間は、金融機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各金融機関のホームページ等によりご確認ください。

24時間ご利用いただけます
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秋田市（山王・大町・川尻地区） 秋田市（泉・寺内・土崎地区）

秋田市（河辺・雄和地区）

潟上市

男鹿市

南秋田郡

能代市

北秋田市

大館市

鹿角市

大仙市

仙北市

横手市

湯沢市

雄勝郡

由利本荘市

にかほ市

福島県郡山市

秋田市（秋田駅前・中通地区）

秋田市（秋田駅東地区）

秋田市（牛島・御野場・御所野地区）

秋田市（茨島・新屋地区）

（平成30年6月30日現在）

秋田県庁舎

秋田県庁第二庁舎

秋田県地方総合庁舎

市町村会館

社会福祉会館

市立秋田総合病院

ドン・キホーテ秋田店

いとく新国道店

サンライフ秋田

いとく川尻店

マルダイ八橋店

秋田市水道局

秋田魁新報社

秋田プライウッド前

秋田朝日放送前

トピコ（秋田駅ビル1F）

トピコ第2（〃2F）

秋田中央ビルディング（秋田西武）

フォンテAKITA

秋田市民市場

脳研センター前

木内

なかいち

中通病院

イオン秋田中央店

秋田大学

いとく秋田東店

マルダイ広面店

グランマート手形店

秋田拠点センターアルヴェ

秋田大学医学部附属病院

マックスバリュ広面店

ノースアジア大学

赤十字病院

マルダイ新牛島店

大住

イオン御所野店

イオンモール秋田

東北フジクラ

スーパーセンターアマノ御所野店

イオンタウン茨島パワーセンター

秋田卸センター

ナイス割山店

秋田公立美術大学

新屋元町

グランマート泉店

泉ハイタウン

中央市場

ナイス外旭川店

グランマートサンフェスタ店

いとく自衛隊通店

ナイス土崎店

JR土崎工場前

陸上自衛隊秋田駐屯地

イオン土崎港店

いとく土崎みなと店

マルダイ土崎店

県立大学秋田キャンパス

飯島

秋田空港

国際教養大学

潟上市役所

マックスバリュ天王店

テラタ天王店

男鹿みなと市民病院

いとく男鹿店

マックスバリュ男鹿店

スーパーセンターアマノ男鹿店

井川町役場前

井川さくら駅

スーパーセンターアマノ井川店

イオンスーパーセンター五城目店

いとく通町店

イオン能代店

能代駅前

能代市役所

能代工業団地

テラタ向能代店

いとく能代北店

ザ ビッグ能代長崎店

ショッピングタウンアクロス能代

テラタ南バイパス店

島田病院

山本地方総合庁舎内

能代山本医師会病院

いとく二ツ井ショッピングセンター

山本総合支所

三種町本庁

八峰町役場

　　　

　　　

　　　

土日　

土　　

土日★

土日★

土日　

土日★

土日★

　　　

　　　

土　　

土

土日　

土日　

土日★

土日★

土　　

土日　

土

土日★

土　　

土日★

　　　

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

　　　

土　　

土日★

土日　

土日★

土日★　

　　　

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土　　

土日★

土日　

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土　　

土　　

土日★

土日★

土日　

　　　

土日★

土日　

土日

土日　

土日　

土日　

土日★

土日　

土　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日

　

土　　

土日

土日★　

土日　

土日　

土日　

　　　

　　　

土日

土日　

土　　

土日　

土　

いとく鷹巣南店

北秋田地方総合庁舎内

たかのすモール

大館市役所

ザ ビッグ大館南店

大館市立総合病院

いとく大館ショッピングセンター

イオンスーパーセンター大館店

いとく樹海店

西大橋

ザ ビッグ釈迦内店

いとく大館東店

イオンタウン大館西

秋田労災病院

大館二井田工業団地

比内総合支所

鹿角市役所

鹿角地方総合庁舎内

いとく花輪店

いとく鹿角ショッピングセンター

大仙市役所

イーストモールタカヤナギ店

よねや大曲ショッピングセンター

イオンモール大曲

グランマート飯田店

バザール大曲店

ツルハドラッグ若竹町店

仙北地方総合庁舎内

パワー大曲店

グランマート中通店

大曲南

リハビリテーション・精神医療センター

マックスバリュ刈和野店

南外総合支所

イオン中仙店

市立角館総合病院

ワンダーモールタカヤナギ

よねや角館店

仙北市西木庁舎

美郷町南行政センター

美郷町役場

イオンスーパーセンター美郷店

平鹿地方総合庁舎内

よこてイースト

よねや南店

よねやハッピーモール

横手西

横手卸センター

バザール横手店

グランマート婦気店

イオン横手店

イオンスーパーセンター横手南店

スーパーモールラッキー

グランマート十文字店

スーパーセンタートラスト雄物川店

湯沢市役所

よねや千石大橋店

湯沢南

雄勝地方総合庁舎内

イオンスーパーセンター湯沢店

グランマート湯沢インター店

バザール湯沢店

バザール横堀店

町立羽後病院

西馬音内ショッピングセンター

端縫いの郷

由利本荘市役所

由利地方総合庁舎内

マックスバリュ本荘店

グランマート一番堰店

グランマート本荘南店

カダーレ

マックスバリュ石脇店

県立大学本荘キャンパス

秋田新電元

イオンスーパーセンター本荘店

由利工業

心身障害者コロニー

マックスバリュ新西目店

亀田

マックスバリュ矢島店

マックスバリュにかほ店

にかほ市象潟庁舎

日大工学部管理棟

　　

土日　

　　　

土日　

　　　

土日　

土　

土日　

土日★

土日　

土日　
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土日★

土日　

土日　

土日

　　　

土日　

土日★

　　　

土日　

土日　

土日★

土日　

土日　

土日★

　　　    

土日　

土日　

土日　

土日　

土　　

土日★

　　　

土日★

土日★　

土

土　　

土　　

土日★

　　　

土日★

土日★

土日★

土日　

土　　

土日★

土日　

土日★

土日★

土日　

土日

土日　

土日　

土日　

土日

　　　

土日★

土日★

土日★

土日★

土日　

土日★

土日　

土日★

土日　

土日

土日　

　　　

土日★

　　　

土日★

土　　

土日　

土日　

　　　

ATM業務提携
（平成30年7月17日現在）
店舗外キャッシュサービスコーナー 土…土曜日稼働キャッシュサービスコーナー（土曜日が祝日でもご利用いただけます。)

日…日曜日・祝日・振替休日稼働キャッシュサービスコーナー
★…休日20時まで稼働キャッシュサービスコーナー

ATMネットワーク

（秋田県内のサークルKサンクス、ファミリーマートに設置）

サービス内容／お引出し・お預入れ・お振込（セブン銀行、バンクタイムATMを除く）・残高照会
■ご利用には所定の手数料がかかります。（残高照会を除く）　■バンクタイムとの提携は、秋田県内のATMに限ります。
■ATMの営業時間は、提携機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各機関のホームページ等によりご確認ください。

◉　　お引出し手数料無料の金融機関

秋 田 信 用 金 庫
羽 後 信 用 金 庫
秋 田 県 信 用 組 合
ＪＡバンクあきた

　「とくだね倶楽部」は、当行とのお取引
内容をポイントに換算し、ポイント合計
によって特典が追加されるポイント
サービスです。
　ATMの利用手数料をはじめ、各種
手数料や金利がお得になるほか、カタ
ログギフトのプレゼントなどもご用意
しております。入会金、年会費等は一切
かかりません。窓口、ATMで入会およ
びポイント確認ができます。

「とくだね倶楽部」で手数料がお得に！

入会金、年会費は 無料！

ローソンATM

◉当行キャッシュカードで全国のコンビニ・ショッピングセンター等のＡＴＭがご利用いただけます

プレミアム
ステージ

ステージ
3

ステージ
2

ステージ
1

3点～ 10点～ 18点～ 23点～

※詳しくは、当行ホームページまたは窓口でご確認いただけます。

ローン金利の引下げ（点数によって「引下げ率」アップ）

カタログギフト
5千円相当

プレゼント（年1回）

貸金庫手数料などの割引

振込手数料割引
（当行ATM・インターネットバンキングによる振込の場合）

コンビニ等ATM利用手数料割引

当行ATM時間外手数料が無料

例えば…
・給与振込

・Only One
クレジット

・公共料金
（電気・ガス・水道）

5点

3つで3点

2点

合計10点

ポイントが増えれば 特典が増える！

「とくだね倶楽部」とは？

（ファミリーマート等に設置）

イーネットATM

平日
日中

（セブン-イレブン等に設置）

青森銀行
岩手銀行

サービス内容／お引出し・お振込・残高照会
■時間外利用、お振込には各金融機関所定の手数料がかかります。
■ATMの営業時間は、金融機関、ATMコーナーによって異なります。詳しくは、各金融機関のホームページ等によりご確認ください。

24時間ご利用いただけます
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〈対　談〉

◎トップメッセージ
◎〈特集〉   「中小企業・地域産業への支援」
◎〈特集〉   「成長分野への取組み」

◎地域情報　秋田県北秋田市 鷹巣
◎トピックス　あきぎんの2017年度
◎業績ハイライト
◎店舗ネットワーク／ATMネットワーク 

■秋田銀行様_ディスクロージャー誌_A4仕上がり_h1_h4

2018




